
行事スケジュール  （7月～9月）

新入生も加わり、大学の校舎内は賑やかさが増しました。1年生は
入学当初、期待と不安が入り交じった表情でした。しかし日が経つ
につれ不安も和らぎ、笑顔で私たちに挨拶をしてくれるようになり

ました。ある学生は、アルバイトの悩みを私に話してくれました。色々な相談を学生から
受けることは、学生と教職員の距離がとても近いと感じる瞬間であり、嬉しく思います。
私自身去年まで学生だったのですが、金沢星稜大学の良いところは、学生と教職員との
距離が近いところだと思います。
創立80周年を迎え、学生と共に新たな歴史を築いていきたいと思っています。

星稜エクステンションセンター　河﨑　健一郎

あとがき

金沢星稜大学 星稜中学校

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

8
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金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

8

9

7

8
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1日（日）
7日（土）
14日（土）
30日（月）
31日（火）
9日（木）
11日（土）
13日（月）
22日        
28日（火）
29日（水）
30日（木）
2日（日）
5日（水）
14日（金）
18日（火）
19日（水）
21日（金）
21日（金）
22日        

・15日(日)

～8月6日（月）
・10日（金）
・12日(日)
～16日（木）

～31日（金）
・31日（金）

・19日（水）
・20日（木）

～28日（金）

（水・祝）

（土・祝）

ビジネス能力検定試験
学内合同会社説明会
オープンキャンパス
前期講義終了
前期一斉試験
追試験期間
オープンキャンパス
全館閉鎖
オープンキャンパス
再試験該当者 ・ 成績発表日
ほし☆たび北海道2012
再試験期間
平成24年度  2期大学院入試
前期卒業判定
前期学位記授与式 ・ 後期入学式
人間科学部プレゼミ研修
経済学部 能登研修
後期授業開始
後期履修登録期間
推薦入試対策講座

星稜高等学校
7

8

9

金沢星稜大学女子短期大学部
7

8

9

7

9
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子
、
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山
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子
、
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日
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、
春
本
裕
雄

福
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眞
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宮
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梧
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洋
平

金沢星稜大学
石川県金沢市御所町丑10-1
℡076-253-3924（代表）
http://www.seiryo-u.ac.jp

金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町酉1
℡076-253-5900（代表）
http://seitan.seiryo.ac.jp/

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6-17-30
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

それぞれの新生活、

始まっています。

～設置校入学＆入園のその後～

7日（土）
14日（土）
31日（火）
１日（水）
4日（土）
13日（月）
25日（土）
28日（火）
15日（土）
18日（火）
20日（木）
21日（金）
21日（金）

～７日（月）
・5日（日）
～16日（木）

・29日（水）

～27日（木）

Sei-tan ACT!  七夕文化体験
オープンキャンパス
補講日
前期考査期間
オープンキャンパス
夏季休業期間
オープンキャンパス
追・再試験
保護者会
新キャンパス移転
後期開始オリエンテーション
後期講義開始
履修登録期間

北陸三県私立短期大学体育大会

3日（火）
9日（月）
12日（木）
17日（火）
19日（木）
20日（金）
25日（水）
31日（火）
22日（水）
28日（火）
28日（火）
1日（土）
6日（木）
25日（火）
26日（水）

～7日（土）

・13日（金）
・18日（水）

～25日（水）
～8月5日（日）
・8月1日（火）
～29日（水）
・29日（水）
・29日（水）

・7日（金）

期末試験
追試
体育大会
保護者懇談会
終業式 ・ 全国大会激励会
補充 ・ 補習授業
海外語学研修
学校見学会
補充 ・ 補習授業
Pコース課外実習
就職試験相談会
始業式
星稜祭
運動会
運動会予備日

3日（火）
13日（金）
17日（火）
19日（木）
24日（火）
26日（木）
1日（土）
14日（金）
26日（水）
27日（木）

～5日（木）

・18日（水）

～27日（金）

～28日（金）
・28日（金）

期末試験
合唱コンクール
保護者懇談会
終業式
補習授業
北信越激励会
始業式
新人大会激励会
修学旅行（2年）
宿泊研修（1、3年）

2日（月）
　12日（木）
　19日（木）
　20日（金）
23日（月）

　24日（火）
　28日（土）
　30日（月）
1日（水）

　27日（月）
　28日（火）
　30日(木）
　31日（金）
6日（木）
　7日（金）
　10日（月）
　16日（日）
　19日（水）
　20日（木）
22日（土）
　27日（木）

　

・21日（土）
～27日（金）
・25日（水）

・31日（火）
～3日（金）

・29日（水）

・21日（金）

・23日（日）

キッズサッカー
誕生会・避難訓練（火災）
1学期終業式
わくわくキャンプ（年長）
自由登園日
オープンハウス「星稜子育てステーション」
盆踊り会
自由登園日
自由登園日
2学期始業式
幼稚園てどんなとこ？（市民芸術村）
誕生会
キッズサッカー
キッズサッカー　参観 ・ 懇談会（年長）
参観 ・ 懇談会（年中）
参観 ・ 懇談会（年少）
運動会
オープンハウス「星稜子育てステーション」
キッズサッカー
星稜祭
誕生会

4日（水）
5日（木）
6日（金）
9日（月）
11日（水）
13日（金）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
23日（月）
25日（水）
30日（月）
２日（木）
3日（金）
27日（月）
28日（火）
31日（金）
3日（月）
7日（金）
19日（水）
23日（日）
25日（火）
27日（木）
28日（金）
29日（土）

・12日（木）

・24日（火）
～27日（金）
・31日（火）
・3日（金）

～30日（木）
・29日（水）

・20日（木）

にこにこ参観
誕生会参観
プラネタリウム（年長）
にこにこ参観
あそぼ ・ スマイルキッズ（未就園児）
にこにこ参観
避難訓練
終業式
夏まつり
お泊り保育（年長）
サンサンキッズ
サンサンキッズ
サンサンキッズ
子ども相談
自由登園日
幼稚園ってどんなとこ
誕生会参観
始業式
子ども相談
あそぼ ・ スマイルキッズ（未就園児）
運動会
交通安全教室
誕生会参観
いもほり（年長・年中）
親子工作教室（年中）

星稜教職員バトンメッセージ
星稜アレコレ
Amitie Seiryo ～星稜の友～
『親業』支援コラム「オトナのミカタ」
総合研究所・地域連携センターだより
星稜Information

特集１

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部

平成23年度 就職状況報告

学園同窓会主催記念事業

「星稜祭」近づく！

特集2

80周年記念ミニ番組放映決定！

（詳細はＰ14インフォメーションにて）

6月30日（土）・7月1日（日）
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金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
24
年
度
卒
業
生
就
職

率
は
、
87
・
5
％
と
過
去
8
年
間
で
2
番
目
の
高

さ
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
下
で
も
本
学
が

高
い
就
職
実
績
を
出
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
注
目

を
集
め
、
全
国
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
特
徴
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、

「
3
年
生
の
秋
ま
で
就
職
指
導
を
し
な
い
こ
と
」。

こ
れ
は
最
近
声
高
に
語
ら
れ
る
「
低
学
年
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
指
導
」
の
流
れ
と
は
敢
え
て
逆
行
し
た

も
の
で
す
が
、
就
職
指
導
は
3
年
秋
か
ら
で
充
分

間
に
合
う
、
そ
の
前
ま
で
に
充
実
し
た
大
学
生
ら

し
い
経
験
を
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
二
つ
目
は
、「
学
生
を
厳
し
く
指
導
す
る
こ
と
」

で
す
。
学
内
会
社
説
明
会
な
ど
で
企
業
と
会
う
際

の
身
だ
し
な
み
や
立
ち
居
振
る
舞
い
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
も
遅
刻
・
欠
席
に

は
厳
し
く
対
処
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
の

本
番
で
あ
る
就
職
活
動
で
こ
れ
ら
が
で
き
て
い
な

い
と
一
発
で
落
と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

三
つ
目
は
、「
ひ
と
た
び
就
職
支
援
が
始
ま
る
と
、

半
年
間
で
40
回
ほ
ど
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
就
職

合
宿
な
ど
を
濃
い
密
度
で
集
中
的
に
実
施
す
る
こ

と
」
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
3
年
生
の
秋
ま
で
就
職
活
動
を

し
な
い
本
学
で
、「
ほ
し
☆
た
び
」
は
唯
一
1
年

生
か
ら
3
年
生
ま
で
誰
で
も
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
夏
季
に
は
北
海

道
ま
で
の
2
泊
3
日
、
3
月
に
は
上
海
ま
で
6
泊

7
日
で
船
上
就
職
合
宿
を
実
施
し
て
お
り
、
毎
回

50
人
を
越
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
就
職
状
況
は
6
月
末
時
点
で
お
よ
そ

6
割
の
学
生
が
内
定
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
昨
年

同
時
期
に
は
約
3
割
で
し
た
。

　
県
内
ほ
ぼ
す
べ
て
の
金
融
機
関
か
ら
内
定
を
獲

得
す
る
な
ど
従
来
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
大

学
と
し
て
初
め
て
全
日
空（
株
）か
ら
、C
A（
キ
ャ

ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
の
内
定
者
を
輩
出
し
ま
し

た
。
本
学
の
就
職
は
今
後
の
展
開
も
明
る
い
。
そ

う
実
感
し
て
い
ま
す
。

過
去
８
年
で
２
番
目
の
高
実
績
。

金
沢
星
稜
大
学
の
就
職
は
今
年
度
以
降
の

展
望
も
明
る
い
と
感
じ
て
い
ま
す

金
沢
星
稜
大
学

67名

　
短
期
大
学
へ
の
求
人
数
は
、低
迷
す
る
経
済

状
況
の
影
響
を
受
け
て
全
国
的
に
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
い
ま
す
。し
か
し
、昨
年
度
の
金
沢
星

稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
で
は
、内
定
率
で
微

減
と
な
っ
た
も
の
の
、全
卒
業
生
数
を
分
母
と

す
る
就
職
率
で
は
５
％
の
ア
ッ
プ
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。求
人
動
向
の
変
化
、そ
れ
に

伴
っ
て
の
学
校
推
薦
制
度
に
依
存
し
な
い
方
針

へ
の
転
換
な
ど
が
、学
生
た
ち
を
よ
り
意
欲
的
・

自
発
的
に
活
動
で
き
る
環
境
へ
と
導
い
た
こ
と

が
要
因
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
星
短
」が
果
た
す
べ
き
役
割
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て

重
ね
て
き
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
成
果
を
出
し
て
い
ま
す

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

金沢星稜大学 進路支援センター長　堀口 英則

金沢星稜大学女子短期大学部 事務局
福田 俊成

キャリアカウンセラー
多保田  恵美子

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部

平成23年度就職状況報告

25名

13名

51名

上場企業内定者

公務員内定者

教職内定者

金融・保険内定者

※収容定員と在学生数の合計には、現代マネジメント学科と
　経済学部二部が含まれます。

※全国平均は文部科学省発表値に基づく

※全国平均は文部科学省発表値に基づく

平成24年 学園設置校入学者数（5月1日現在） （　）内は女子数

98.8%

就職内定率
（内定者／就職希望者）

87.5%

就職率
（内定者／全卒業者）

全国平均
昨年度

93.6%

　
星
短
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
入
社
し
て
か
ら

あ
ら
た
め
て
そ
の
価

値
に
気
づ
く
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
な
ど
、
学
生
時

代
に
し
っ
か
り
と
基
礎

を
教
え
ら
れ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

は
何
度
も
あ
り
ま
す
。

　
星
短
は
、
２
年
間

社
会
人
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
集
中
し
て

学
べ
る
学
校
で
し
た
。

先
生
・
事
務
局
の
皆

さ
ん
・
学
生
た
ち
が

と
て
も
親
しい
関
係
を

築
け
て
い
る
環
境
は
今

振
り
返
っ
て
も
す
ば
ら

し
かった
と
思
い
ま
す
。

株式会社ナナオ 入社
中谷美香さん

北陸ミサワホーム 株式会社
岡山愛里さん

95.4%

就職内定率
（内定者／就職希望者）

89.5%

就職率
（内定者／全卒業者）

87.2%

66.9%
全国平均 全国平均
昨年度 昨年度

%
全国平均
60.5

昨年度

　
本
学
経
営
実
務
科
は
、開
校
以
来「
就
職
」と

い
う
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
を
特
長

と
し
て
お
り
、今
な
お
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
教

育
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、女

子
短
期
大
学
の
存
在
価
値
と
地
域
社
会
の
中
で

の「
星
短
」の
役
割
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
就
職
支
援
策
を
見
直
し
、毎
年
大

幅
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
の
が
近
年
の

本
学
の
状
況
で
す
。

　
た
と
え
ば
、自
分
自
身
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
持
つ
た
め
の「
セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
」新
設
に
始
ま
り
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
授
業
の

全
面
見
直
し
、公
務
員
試
験
対
策
講
座
の
拡
充

な
ど
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
年

か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
修
得
す
る「
職

業
人
基
礎
」と
い
う
科
目
を
必
修
化
し
、働
く
こ

と
に
つ
い
て
学
ぶ「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
演
習
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
従
来
の
５
コ
ー

ス
制
を
見
直
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
目
指
す
将

来
像
に
あ
わ
せ
て
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
学
べ

る
６
分
野
制
を
導
入
し
ま
す
。

　
本
年
４
月
の
名
称
変
更
に
続
き
、こ
の
秋
に
は

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
実
施
し
ま
す
が
、そ
の
他
の

教
育
・
就
職
支
援
の
ソ
フ
ト
面
で
も
、今
年
は
新
し

い
こ
と
が
数
々
動
き
出
す
大
き
な
転
換
期
で
す
。

来
年
度
以
降
は
そ
の
成
果
が
試
さ
れ
る
重
要
な

時
期
と
な
り
ま
す
が
、「
星
短
」に
寄
せ
ら
れ
る

学
生
・
保
護
者
・
地
域
社
会
の
期
待
に
、よ
り
大

き
な
形
で
応
え
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ.

就
職
に
強
い
3
つ
の
特
徴

Ⅱ.

ほ
し
☆
た
び

Ⅲ.

今
年
度
の
状
況

学校名 大学院 金沢星稜大学 金沢星稜大学
女子短期大学部

星稜
高等学校

星稜
中学校

附属星稜
幼稚園

附属星稜
泉野幼稚園

学部等 経営戦略
研究科

経済学部 人間科学部

経済学科 経営学科 スポーツ学科 こども学科
合計 経営実務科

全日制課程

普通科学科等

収容定員

在学生数

入学定員

入学者数

20

17

10

7（2）

740

937

230

254（69）

450

536

150

179（84）

240

284

60

67（13）

160

193

40

59（36）

1790

2177

490

559（202）

300

222

150

（107）

2040

1887

680

620（289）

240

190

80

63（20）

300

190

90

53（26）

200

127

60

37（15）
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金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
24
年
度
卒
業
生
就
職

率
は
、
87
・
5
％
と
過
去
8
年
間
で
2
番
目
の
高

さ
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
下
で
も
本
学
が

高
い
就
職
実
績
を
出
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
注
目

を
集
め
、
全
国
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
特
徴
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、

「
3
年
生
の
秋
ま
で
就
職
指
導
を
し
な
い
こ
と
」。

こ
れ
は
最
近
声
高
に
語
ら
れ
る
「
低
学
年
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
指
導
」
の
流
れ
と
は
敢
え
て
逆
行
し
た

も
の
で
す
が
、
就
職
指
導
は
3
年
秋
か
ら
で
充
分

間
に
合
う
、
そ
の
前
ま
で
に
充
実
し
た
大
学
生
ら

し
い
経
験
を
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
二
つ
目
は
、「
学
生
を
厳
し
く
指
導
す
る
こ
と
」

で
す
。
学
内
会
社
説
明
会
な
ど
で
企
業
と
会
う
際

の
身
だ
し
な
み
や
立
ち
居
振
る
舞
い
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
も
遅
刻
・
欠
席
に

は
厳
し
く
対
処
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
の

本
番
で
あ
る
就
職
活
動
で
こ
れ
ら
が
で
き
て
い
な

い
と
一
発
で
落
と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

三
つ
目
は
、「
ひ
と
た
び
就
職
支
援
が
始
ま
る
と
、

半
年
間
で
40
回
ほ
ど
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
就
職

合
宿
な
ど
を
濃
い
密
度
で
集
中
的
に
実
施
す
る
こ

と
」
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
3
年
生
の
秋
ま
で
就
職
活
動
を

し
な
い
本
学
で
、「
ほ
し
☆
た
び
」
は
唯
一
1
年

生
か
ら
3
年
生
ま
で
誰
で
も
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
夏
季
に
は
北
海

道
ま
で
の
2
泊
3
日
、
3
月
に
は
上
海
ま
で
6
泊

7
日
で
船
上
就
職
合
宿
を
実
施
し
て
お
り
、
毎
回

50
人
を
越
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
就
職
状
況
は
6
月
末
時
点
で
お
よ
そ

6
割
の
学
生
が
内
定
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
昨
年

同
時
期
に
は
約
3
割
で
し
た
。

　
県
内
ほ
ぼ
す
べ
て
の
金
融
機
関
か
ら
内
定
を
獲

得
す
る
な
ど
従
来
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
大

学
と
し
て
初
め
て
全
日
空（
株
）か
ら
、C
A（
キ
ャ

ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
の
内
定
者
を
輩
出
し
ま
し

た
。
本
学
の
就
職
は
今
後
の
展
開
も
明
る
い
。
そ

う
実
感
し
て
い
ま
す
。

過
去
８
年
で
２
番
目
の
高
実
績
。

金
沢
星
稜
大
学
の
就
職
は
今
年
度
以
降
の

展
望
も
明
る
い
と
感
じ
て
い
ま
す

金
沢
星
稜
大
学

67名

　
短
期
大
学
へ
の
求
人
数
は
、低
迷
す
る
経
済

状
況
の
影
響
を
受
け
て
全
国
的
に
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
い
ま
す
。し
か
し
、昨
年
度
の
金
沢
星

稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
で
は
、内
定
率
で
微

減
と
な
っ
た
も
の
の
、全
卒
業
生
数
を
分
母
と

す
る
就
職
率
で
は
５
％
の
ア
ッ
プ
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。求
人
動
向
の
変
化
、そ
れ
に

伴
っ
て
の
学
校
推
薦
制
度
に
依
存
し
な
い
方
針

へ
の
転
換
な
ど
が
、学
生
た
ち
を
よ
り
意
欲
的
・

自
発
的
に
活
動
で
き
る
環
境
へ
と
導
い
た
こ
と

が
要
因
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
星
短
」が
果
た
す
べ
き
役
割
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て

重
ね
て
き
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
成
果
を
出
し
て
い
ま
す

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

金沢星稜大学 進路支援センター長　堀口 英則

金沢星稜大学女子短期大学部 事務局
福田 俊成

キャリアカウンセラー
多保田  恵美子

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部

平成23年度就職状況報告

25名

13名

51名

上場企業内定者

公務員内定者

教職内定者

金融・保険内定者

※収容定員と在学生数の合計には、現代マネジメント学科と
　経済学部二部が含まれます。

※全国平均は文部科学省発表値に基づく

※全国平均は文部科学省発表値に基づく

平成24年 学園設置校入学者数（5月1日現在） （　）内は女子数

98.8%

就職内定率
（内定者／就職希望者）

87.5%

就職率
（内定者／全卒業者）

全国平均
昨年度

93.6%

　
星
短
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
入
社
し
て
か
ら

あ
ら
た
め
て
そ
の
価

値
に
気
づ
く
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
な
ど
、
学
生
時

代
に
し
っ
か
り
と
基
礎

を
教
え
ら
れ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

は
何
度
も
あ
り
ま
す
。

　
星
短
は
、
２
年
間

社
会
人
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
集
中
し
て

学
べ
る
学
校
で
し
た
。

先
生
・
事
務
局
の
皆

さ
ん
・
学
生
た
ち
が

と
て
も
親
しい
関
係
を

築
け
て
い
る
環
境
は
今

振
り
返
っ
て
も
す
ば
ら

し
かった
と
思
い
ま
す
。

株式会社ナナオ 入社
中谷美香さん

北陸ミサワホーム 株式会社
岡山愛里さん

95.4%

就職内定率
（内定者／就職希望者）

89.5%

就職率
（内定者／全卒業者）

87.2%

66.9%
全国平均 全国平均
昨年度 昨年度

%
全国平均
60.5

昨年度

　
本
学
経
営
実
務
科
は
、開
校
以
来「
就
職
」と

い
う
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
を
特
長

と
し
て
お
り
、今
な
お
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
教

育
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、女

子
短
期
大
学
の
存
在
価
値
と
地
域
社
会
の
中
で

の「
星
短
」の
役
割
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
就
職
支
援
策
を
見
直
し
、毎
年
大

幅
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
の
が
近
年
の

本
学
の
状
況
で
す
。

　
た
と
え
ば
、自
分
自
身
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
持
つ
た
め
の「
セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
」新
設
に
始
ま
り
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
授
業
の

全
面
見
直
し
、公
務
員
試
験
対
策
講
座
の
拡
充

な
ど
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
年

か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
修
得
す
る「
職

業
人
基
礎
」と
い
う
科
目
を
必
修
化
し
、働
く
こ

と
に
つ
い
て
学
ぶ「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
演
習
」を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
従
来
の
５
コ
ー

ス
制
を
見
直
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
目
指
す
将

来
像
に
あ
わ
せ
て
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
学
べ

る
６
分
野
制
を
導
入
し
ま
す
。

　
本
年
４
月
の
名
称
変
更
に
続
き
、こ
の
秋
に
は

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
実
施
し
ま
す
が
、そ
の
他
の

教
育
・
就
職
支
援
の
ソ
フ
ト
面
で
も
、今
年
は
新
し

い
こ
と
が
数
々
動
き
出
す
大
き
な
転
換
期
で
す
。

来
年
度
以
降
は
そ
の
成
果
が
試
さ
れ
る
重
要
な

時
期
と
な
り
ま
す
が
、「
星
短
」に
寄
せ
ら
れ
る

学
生
・
保
護
者
・
地
域
社
会
の
期
待
に
、よ
り
大

き
な
形
で
応
え
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ.

就
職
に
強
い
3
つ
の
特
徴

Ⅱ.

ほ
し
☆
た
び

Ⅲ.

今
年
度
の
状
況

学校名 大学院 金沢星稜大学 金沢星稜大学
女子短期大学部

星稜
高等学校

星稜
中学校

附属星稜
幼稚園

附属星稜
泉野幼稚園

学部等 経営戦略
研究科

経済学部 人間科学部

経済学科 経営学科 スポーツ学科 こども学科
合計 経営実務科

全日制課程

普通科学科等

収容定員

在学生数

入学定員

入学者数

20

17

10

7（2）

740

937

230

254（69）

450

536

150

179（84）

240

284

60

67（13）

160

193

40

59（36）

1790

2177

490

559（202）

300

222

150

（107）

2040

1887

680

620（289）

240

190

80

63（20）

300

190

90

53（26）

200

127

60

37（15）
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幅
広
い
メ
デ
ィ
ア
で
事
前
告
知
、

当
日
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も

「
星
稜
」同
窓
会
の
固
い
絆
を

未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

平
成
24
年
９
月
22
・
23
日
、金
沢
市
の
広
坂
緑
地
で
、

学
園
同
窓
会
主
催
の
80
周
年
記
念
事
業「
星
稜
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
星
稜
同
窓
会
史
上
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、

実
行
委
員
会
を
中
心
に
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、星
稜
祭
運
営
委
員
長
と
３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
皆
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
に
し
い
の
き
迎
賓
館
横
の
広
坂
緑
地

で
行
わ
れ
る「
星
稜
祭
」は
、稲
置
学
園
創
立
80

周
年
を
記
念
し
て
、学
園
の
４
つ
の
同
窓
会
が
合

同
で
行
う
記
念
事
業
で
す
。
学
園
同
窓
会
と
し
て

は
史
上
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、ま
た
全
国
で

も
珍
し
い
規
模
の
同
窓
会
行
事
と
な
り
ま
す
。
各

同
窓
会
員
は
も
ち
ろ
ん
在
学
生
や
教
職
員
、つ
ま

り
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、実
に

幅
広
い
人
た
ち
が
参
加
し
、交
流
を
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
市
街
中
心
地
で

開
催
さ
れ
る
星
稜
祭
は
広
く
一
般
の
人
に
も
開

放
さ
れ
る
の
で
、対
外
的
に「
星
稜
80
周
年
」を

ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
星
稜
祭
は
、い
わ
ば「
年
齢
や
世
代
を
越

え
た
、巨
大
な
学
園
祭
」。
当
日
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど
も
行
い
、大

い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
ら
、本
番
を

３
か
月
後
に
控
え
た
今
は
ち
ょ
う
ど
準
備
に
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す（
笑
）。
実
行

委
員
会
で
は
、ス
テ
ー
ジ
・
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
・
広
報

の
３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
事
前
準
備
を
進
め
て

お
り
、今
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、星

稜
祭
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
星
稜
祭
で
は
、会
場
に
大
ス
テ
ー
ジ
を
設
営
し
ま

す
。開
催
中
そ
の
舞
台
に
立
つ
の
は
幼
稚
園
児
か
ら

大
学
生
ま
で
の
在
学
生
、ま
た
若
い
方
か
ら
ご
高

齢
の
方
ま
で
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
。

　
現
在
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

人
も
含
む
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、大
学
・
短
期
大
学

部
の
サ
ー
ク
ル
、高
校
の
部
活
動
、幼
稚
園
児
た

ち
の
出
し
物
な
ど
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
演
目

先
代
理
事
長
稲
置
繁
男
の
故
郷
・

奈
良
市
月
ヶ
瀬
か
ら
梅
の
木
が
贈
呈

　80
周
年
記
念
事
業
の 

一 

環
と
し
て
初
代
理
事
長

稲
置
繁
男
の
生
誕
地
、
奈
良
市
月
ヶ
瀬
よ
り
梅
の

木
が
贈
呈
さ
れ
、

植
樹
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
園
創

立
80
周
年
記
念
事

業
で
新
設
さ
れ
る

金
沢
星
稜
大
学
メ

デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
右
端
、
創
立

者
稲
置
繁
男
の
銅

像
の
横
に
紅
梅
を
、

左
端
に
白
梅
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。

80
周
年
記
念

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　平
成
24
年
6
月
17
日（
日
）に
第
10
回
稲
置
学
園

同
窓
会
主
催
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
金
沢
市
蓮
如
町
の

金
沢
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
行
わ
れ
、星
稜
中
学
・
星
稜

高
等
学
校
生
徒
11
名
を
含
め
、総
勢
1
0
2
名
が

集
い
ま
し
た
。

　参
加
し
た
方
々

は
、今
年
、学
園
創

立
80
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、同
窓

会
の
親
睦
と
こ
れ

か
ら
行
わ
れ
る
記

念
事
業
に
向
け
て

の
団
結
、更
に
は
次

の
1
0
0
周
年
に

向
け
て
の
思
い
を
語

り
合
い
ま
し
た
。

稲置学園

にむけて

シリーズ

第 4回

「
星
稜
祭
」近
づ
く
！

学
園
同
窓
会
主
催
記
念
事
業

開催！

「星稜祭」

　開催日

が
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
い
ち
ば
ん
の
見
ど
こ
ろ
と
な
る
の

が
、出
演
す
る
皆
さ
ん
が
世
代
や
分
野
を
越
え

て
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
の

演
奏
で
す
。
お
そ
ら
く
1
5
0
人
か
ら
2
0
0

人
が
出
演
す
る
大
迫
力
の
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
、み
ん
な
で
盛

り
上
げ
る
星
稜
祭
で
す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
同
じ
く
会
場
内
で
は
、飲
食
店
を
は
じ
め
と
す
る

テ
ン
ト
ブ
ー
ス
が
多
数
出
店
し
て
星
稜
祭
を
盛
り
上

げ
ま
す
。参
加
者
に
よ
る
模
擬
店
が
並
ぶ
様
子
は

ま
さ
に
学
園
祭
で
す
。
さ
ら
に
通
常
の
学
園
祭
と

違
う
の
は
、大
学
・
短
大
・
高
校
に
在
学
中
の
若
い

人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、同
窓
生
た
ち
も
ク
ラ
ブ

の
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
の
チ
ー
ム
で
さ
ま
ざ
ま
な
お
店
を

出
店
す
る
と
い
う
点
。
星
稜
の
卒
業
生
の
中
に
は

飲
食
店
経
営
を
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、ご
期
待
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
各
ブ
ー
ス
企
画
は
出
展

チ
ー
ム
が
独
自
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、飲
食
だ

け
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
企
画
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
世
代
を
越
え
た
星
稜
関
係
者
が
、お
そ
ろ
い
の

黄
色
い「
星
稜
」Ｔ
シ
ャ
ツ
を
来
て
ブ
ー
ス
に
並

ぶ
姿
は
、学
園
の
一
体
感
を
再
確
認
し
、ま
た
対

外
的
に
広
く
知
ら
せ
る
機
会
に
な
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　こ
れ
だ
け
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
ら
、ぜ
ひ
た
く
さ

ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
、も
ち
ろ
ん
星
稜
の
同
窓
生
や
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
一
般
の
方
に
も
た
く
さ
ん
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
チ
ー
ム
は
、よ
り
多
く
の
人
に
こ
の

星
稜
祭
を
知
っ
て
も
ら
い
、会
場
に
来
て
い
た
だ
く
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に
メ
デ
ィ
ア
で
の
告

知
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、対
象
と
す
る
年
齢
層
も
幅

広
い
た
め
、ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
か
ら
t
w
i
t
t
e
r
・

f
a
c
e
b
o
o
k
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

を
使
っ
て
、地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、卒
業
生
が
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
星
稜
で

す
か
ら
、開
催
当
日
の
会
場
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
生
中
継
す
る
予
定
で
す
。星
稜
80
年
の
長

い
歴
史
の
中
で
、最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ
お

見
逃
し
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

油
谷
肇
運
営
委
員
長
‥
こ
の「
星
稜
祭
」の
目
的

は
、同
窓
会
と
し
て
母
校
の
80
周
年
を
盛
大
に
お

祝
い
す
る
こ
と
、ま
た
対
外
的
に「
星
稜
」の
存
在

感
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、こ
う
し
て
各
校
同
窓
会
の
枠
組
み

を
越
え
た
大
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、あ

ら
た
め
て
同
窓
会
の
絆
を
固
く
し
て
次
代
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
同
窓
会
の
中
核
メ
ン
バ
ー
も
も
う
50
代
。
私

た
ち
が
こ
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
、そ
の
背

中
を
20
代
・
30
代
の
若
い
同
窓
生
に
見
て
も
ら
う

こ
と
で
、元
気
の
あ
る
星
稜
同
窓
会
を
未
来
へ
受

け
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
学
園
で
学
ん
だ
皆
さ
ん
、星
稜
祭
開
催
当

日
は
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。「
星
稜
」

に
し
か
で
き
な
い
大
イ
ベ
ン
ト
を
、一
緒
に
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
！

　場　所

平成24年9月22日（土・祝）
                   11:00～20:00
　　　　9月23日（日）
                   10:00～15:30

広坂緑地
（しいのき迎賓館横）

学園同窓会主催
記　念　事　業

星稜祭運営委員長
油谷　肇さん

ステージチームリーダー
大桑　宇一郎さん

テントブースチームリーダー
中川　尚さん

広報チームリーダー
砺波　嘉一さん

星
稜
祭
は
、世
代
や
年
齢
を

越
え
た「
巨
大
学
園
祭
」で
す

大
ス
テ
ー
ジ
で
は
プ
ロ
・
ア
マ
が

さ
ま
ざ
ま
な
演
目
を
披
露

飲
食
店
を
中
心
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
模
擬
店
が
出
店
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幅
広
い
メ
デ
ィ
ア
で
事
前
告
知
、

当
日
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も

「
星
稜
」同
窓
会
の
固
い
絆
を

未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

平
成
24
年
９
月
22
・
23
日
、金
沢
市
の
広
坂
緑
地
で
、

学
園
同
窓
会
主
催
の
80
周
年
記
念
事
業「
星
稜
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
星
稜
同
窓
会
史
上
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、

実
行
委
員
会
を
中
心
に
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、星
稜
祭
運
営
委
員
長
と
３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
皆
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
に
し
い
の
き
迎
賓
館
横
の
広
坂
緑
地

で
行
わ
れ
る「
星
稜
祭
」は
、稲
置
学
園
創
立
80

周
年
を
記
念
し
て
、学
園
の
４
つ
の
同
窓
会
が
合

同
で
行
う
記
念
事
業
で
す
。
学
園
同
窓
会
と
し
て

は
史
上
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、ま
た
全
国
で

も
珍
し
い
規
模
の
同
窓
会
行
事
と
な
り
ま
す
。
各

同
窓
会
員
は
も
ち
ろ
ん
在
学
生
や
教
職
員
、つ
ま

り
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、実
に

幅
広
い
人
た
ち
が
参
加
し
、交
流
を
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
市
街
中
心
地
で

開
催
さ
れ
る
星
稜
祭
は
広
く
一
般
の
人
に
も
開

放
さ
れ
る
の
で
、対
外
的
に「
星
稜
80
周
年
」を

ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
星
稜
祭
は
、い
わ
ば「
年
齢
や
世
代
を
越

え
た
、巨
大
な
学
園
祭
」。
当
日
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど
も
行
い
、大

い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
ら
、本
番
を

３
か
月
後
に
控
え
た
今
は
ち
ょ
う
ど
準
備
に
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す（
笑
）。
実
行

委
員
会
で
は
、ス
テ
ー
ジ
・
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
・
広
報

の
３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
事
前
準
備
を
進
め
て

お
り
、今
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、星

稜
祭
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
星
稜
祭
で
は
、会
場
に
大
ス
テ
ー
ジ
を
設
営
し
ま

す
。開
催
中
そ
の
舞
台
に
立
つ
の
は
幼
稚
園
児
か
ら

大
学
生
ま
で
の
在
学
生
、ま
た
若
い
方
か
ら
ご
高

齢
の
方
ま
で
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
。

　
現
在
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

人
も
含
む
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、大
学
・
短
期
大
学

部
の
サ
ー
ク
ル
、高
校
の
部
活
動
、幼
稚
園
児
た

ち
の
出
し
物
な
ど
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
演
目

先
代
理
事
長
稲
置
繁
男
の
故
郷
・

奈
良
市
月
ヶ
瀬
か
ら
梅
の
木
が
贈
呈

　80
周
年
記
念
事
業
の 

一 

環
と
し
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初
代
理
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長
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置
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瀬
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贈
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樹
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学
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創
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記
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事
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さ
れ
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メ
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右
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繁
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銅
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横
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紅
梅
を
、

左
端
に
白
梅
が
植

え
ら
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ま
し
た
。

80
周
年
記
念

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
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催
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蓮
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。
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。
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。
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ん
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催
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ベ
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齢
を

越
え
た「
巨
大
学
園
祭
」で
す

大
ス
テ
ー
ジ
で
は
プ
ロ
・
ア
マ
が
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出
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陸
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技
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会
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場
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子
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4
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西
本
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科
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部
4
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）
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棒
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跳
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橋
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太
（
人
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科
学
部
4
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次
）
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三
段
跳

　  

・
高
橋
　
卓
磨
（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

　【
女
子
】
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8
0
0
ｍ
　
　
　
　
　
　

 

　
・
小
玉
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（
人
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科
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部
2
年
次
）

□
空
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部
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学
生
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道
選
手
権
大
会

　出
場
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男
子
組
手
の
部
】

　
・
張
田
　
一
輝
（
経
済
学
部
4
年
次
）

　
・
小
野
寺
　
啓
（
経
済
学
部
2
年
次
）

　【
女
子
組
手
の
部
】

　
・
中
町
　
仁
美
（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

□
軟
式
野
球
部

　第
35
回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球

　選
手
権
大
会

　出
場

コレ
アレ星稜

6
月
4
日（
土
）に
行
わ
れ
た
第

61
回
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
に
お
い

て
、百
万
石
踊
り
流
し
に
参
加
し
ま

し
た
。チ
ー
ム
名「
星
稜
」で
園
児
・

学
生
・
保
護
者
の
方
々
・
教
職
員
と
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
短
期
留
学
生
を
交

え
た
総
勢
1
5
0
名
が
、星
稜
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
浴
衣
や
は
っ
ぴ
姿
で
参

加
し
ま
し
た
。

最
初
は
、慣
れ
な
い
動
作
に
戸
惑

い
が
ち
な
参
加
者
も
い
ま
し
た
が
、

練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
し
て

い
き
、本
番
で
は
完
璧
な
踊
り
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
入
賞
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、参
加
し
た
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
は
大
き
な
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。来
年
は

今
年
以
上
に
一
体
感
を
出
し
て
入

賞
に
向
け
、頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 個

人
個
人
が
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

地
域
を
発
展
へ
と
導
い
て
い
く

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
の
地
元
を
誇

れ
る
社
会
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
ら
が
暮
ら
す
地
域
の
魅
力
を

知
る
た
め
に
は
、
外
部
か
ら
客
観
的
に
地
元

を
見
る
視
点
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
と
わ
か
ら
な
い
が
、

外
の
視
点
か
ら
見
る
と
大
き
な
財
産
だ
と
い

う
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、

他
の
地
域
を
知
る
幅
広
い
視
野
も
必
要
で

す
。
他
の
地
域
を
知
る
こ
と
で
、
地
元
が
発

展
す
る
核
と
な
る
「
こ
こ
に
し
か
な
い
魅
力
」

個
人
の
利
益
を
求
め
な
い
の
は

行
政
も
、教
育
も
同
じ
で
す

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、

ど
の
よ
う
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
「
地
元
や
地

域
の
た
め
に
働
い
て
い
る
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
職
業
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
、
日
本
は
、
地
域
が
盛
り
上
が
っ
て
い

か
な
い
と
国
全
体
が
浮
揚
し
な
い
と
い
う
局

面
に
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中
で
自
分
に
何
が

で
き
る
か
を
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
人
材

を
育
む
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
行
政
か
ら
教
育
研
究
へ
と
活
動
の
場
を

移
し
ま
し
た
が
、
個
人
の
利
益
で
は
な
く
社

会
全
体
の
利
益
を
求
め
る
の
は
、
行
政
も
教

育
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
北
陸
の
た

め
に
働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
教
育
者
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
今
の
私
の
目
標
な
ん
で
す
。

　
こ
の
春
か
ら
、
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部

で
「
地
域
経
済
論
」「
地
方
財
政
」
な
ど
の
科

目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
教
育
者
と
し
て
も

研
究
者
と
し
て
も
、
私
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
は
「
地
域
」。
自
ら
の
研
究
で
、
ま
た
学

生
の
育
成
の
面
で
も
、
地
域
の
発
展
、
北
陸

地
方
全
体
の
発
展
や
そ
れ
を
担
う
人
材
の
育

成
が
私
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
・
教
育
に
専
念
す
る
以
前
、
私
は
地

方
公
務
員
で
し
た
。
行
政
の
立
場
か
ら
地
域

社
会
を
俯
瞰
し
て
き
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
地

域
」
と
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
も
、
そ
れ
を
一
括

り
に
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域

を
発
展
さ
せ
る
方
法
は
、
そ
れ
こ
そ
無
限
に

あ
り
ま
す
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
の

地
域
に
暮
ら
す
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
努
力
す
る
こ
と

が
地
域
を
発
展
に
導
く
ん
で
す
。

誰
か
が「
こ
う
し
な
さ
い
」

と
言
う
理
想
論
だ
け
で

は
、
社
会
の
発
展
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
金
沢
星
稜
大
学
は「
地

域
」
と
い
う
観
点
を
大

切
に
す
る
大
学
で
す
。

卒
業
後
に
地
元
で
就
職

し
、
地
域
社
会
の
中
で
働

い
て
い
く
学
生
も
多
い
で

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

卒
業
生
が
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
地

域
貢
献
に
役
割
を
果
た

学生とのコミュニケーションを図ることも授業の一環だと考えています。

ゼミでは発表者と質問者に分かれて、
地域経済の発展をテーマに話し合います。

第16回星稜教職員バトンメッセージ

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
す
ば
ら
し
い
点
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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移
し
ま
し
た
が
、
個
人
の
利
益
で
は
な
く
社

会
全
体
の
利
益
を
求
め
る
の
は
、
行
政
も
教

育
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
北
陸
の
た

め
に
働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
教
育
者
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
今
の
私
の
目
標
な
ん
で
す
。

　
こ
の
春
か
ら
、
金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部

で
「
地
域
経
済
論
」「
地
方
財
政
」
な
ど
の
科

目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
教
育
者
と
し
て
も

研
究
者
と
し
て
も
、
私
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
は
「
地
域
」。
自
ら
の
研
究
で
、
ま
た
学

生
の
育
成
の
面
で
も
、
地
域
の
発
展
、
北
陸

地
方
全
体
の
発
展
や
そ
れ
を
担
う
人
材
の
育

成
が
私
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
・
教
育
に
専
念
す
る
以
前
、
私
は
地

方
公
務
員
で
し
た
。
行
政
の
立
場
か
ら
地
域

社
会
を
俯
瞰
し
て
き
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
地

域
」
と
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
も
、
そ
れ
を
一
括

り
に
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域

を
発
展
さ
せ
る
方
法
は
、
そ
れ
こ
そ
無
限
に

あ
り
ま
す
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
の

地
域
に
暮
ら
す
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
努
力
す
る
こ
と

が
地
域
を
発
展
に
導
く
ん
で
す
。

誰
か
が「
こ
う
し
な
さ
い
」

と
言
う
理
想
論
だ
け
で

は
、
社
会
の
発
展
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
金
沢
星
稜
大
学
は「
地

域
」
と
い
う
観
点
を
大

切
に
す
る
大
学
で
す
。

卒
業
後
に
地
元
で
就
職

し
、
地
域
社
会
の
中
で
働

い
て
い
く
学
生
も
多
い
で

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

卒
業
生
が
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
地

域
貢
献
に
役
割
を
果
た

学生とのコミュニケーションを図ることも授業の一環だと考えています。

ゼミでは発表者と質問者に分かれて、
地域経済の発展をテーマに話し合います。

第16回星稜教職員バトンメッセージ

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
す
ば
ら
し
い
点
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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5
月
20
日（
日
）か
ら
6
月
23
日（
土
）ま

で
、ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
国
立
大
学
の

学
生
14
名
が
本
学
で
短
期
留
学
し
ま
し
た
。

期
間
中
、ロ
シ
ア
人
留
学
生
た
ち
は
、本
学

学
生
と
書
道
、折
り
紙
体
験
、ダ
ン
ス
、空
手

道
体
験
等
を
通
じ
て
交
流
し
、親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

6
月
20
日（
水
）に
は
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
も
行
わ
れ
、期
間
中
親
睦
を
深
め
た
学

生
た
ち
が
、別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

星
短
生
の
願
い
を
叶
え
る

「
金
沢
文
化
体
験

願
い
が
叶
う
七
つ
橋
渡
り
」

短

ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

国
立
大
学
か
ら
短
期
留
学
生

本
学
学
生
と
文
化
交
流

星
短
生
の
た
め
の

学
内
合
同
企
業
説
明
会
開
催

短

元
気
い
っ
ぱ
い
新
歓
体
育
祭
！

短
　
4
月
21
日
（
土
）、
爽
や
か
に
晴
れ
渡
っ
た

青
空
の
下
、
稲
置
学
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

新
歓
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
篠
崎
尚

夫
副
学
長
の
「
今
日
か
ら
晴
天
の
日
を
”星

短
日
和  “と
呼
ぼ
う
！
」
と
い
う
元
気
な
掛

け
声
と
大
き
な
声
で
ス
マ
イ
ル
と
3
回
唱
和

す
る
「
ス
マ
イ
ル
三
唱
」
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　
6
月
22
日
（
金
）・
23
日
（
土
）、
ス
イ
ス

の
ア
ロ
ー
ザ
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
ニ
ッ
セ

ン
カ
ッ
プ
2
0
1
2
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
に
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
部
の
佐
竹
玲
奈
さ
ん
（
3
年
）
が

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
女
子
個
人
で

優
勝
、
ま
た
シ
ン
ク
ロ
で
も
準
優
勝
し
ま
し

た
。
世
界
の
強
豪
を
抑
え
、
金
色
に
輝
く
メ

ダ
ル
を
獲
っ
た
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
、
校
舎

全
体
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
5
月
17
日
（
木
）、
辻
建
一
准
教
授
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
２
年
生
17
名
が
、
留
学
生
に
金

沢
市
内
の
観
光
名
所
、「
長
町
武
家
屋
敷
跡
」

を
英
語
で
観
光
案
内
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
英
文
ガ
イ
ド
な
ど
で
長
町
武
家

屋
敷
跡
の
英
語
で
の
紹
介
を
勉
強
し
た
う

え
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
留
学
生
の
キ
ャ
サ
リ

ン
さ
ん
と
と
も
に
「
野
村
家
」「
足
軽
資
料

館
」「
高
田
家
跡
」
な
ど
藩
政
期
の
匂
い
が

色
濃
く
残
る
街
の
名
所
を
英
語
で
案
内
し

ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
に
よ
っ
て
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
外

　
玉
入
れ
、
障
害
物
競
争
、
借
り
物
競
走
、

5
人
6
腕
、
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
が
行
な

わ
れ
、
2
年
次
は
ゼ
ミ
、
1
年
次
は
ク
ラ

ス
毎
の
チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
し
た
。
女
子

短
ら
し
い
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
に
も
各
競
技
毎
で
の
白
熱
し
た
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
学
生
た
ち
は
お
お
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
祭
を
通
じ
て
先
輩
と
後
輩
と
の
交

流
も
図
ら
れ
、
閉
会
式
で
は
、
体
育
祭
の

準
備
に
あ
た
っ
た
学
友
会
・
体
育
祭
実
行

委
員
に
感
謝
の
拍
手
が
送
ら
れ
る
な
ど
充

実
し
た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

祝
！
世
界
の
舞
台
で

大
快
挙
！！ 

高

国
人
観
光
客
に
金
沢
の
魅
力
を
英
語
で
紹

介
す
る
自
信
を
つ
け
、
ま
た
キ
ャ
サ
リ
ン
さ

ん
も
、
石
畳
と
土
塀
が
続
き
用
水
が
風
情

豊
か
に
流
れ
る
街
の
雰
囲
気
を
十
分
堪
能

し
ま
し
た
。

自
分
を
護
る
！

護
身
術
を
学
ぶ

短
　　

カ
ナ
ダ
発
祥
の
女
性
の
た
め
に
考
案
さ

れ
た
セ
ル
フ
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
W
E
N
D
O
（
ウ
ェ
ン
・
ド
ウ
）

講
師
の
福
多
唯
先
生
を
お
招
き
し
て
、
1

年
生
の
ク
ラ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い

て
、
護
身
術
の
講
義
が
座
学
と
実
技
の
2

部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

福
多
先
生
の
発
す
る
、
襲
っ
て
き
た
相
手

を
ひ
る
ま
せ
る
大
声
に
驚
き
な
が
ら
も
、

相
手
に
大
き
な
危
害
を
与
え
ず
に
自
分
を

護
る
様
々
な
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
危
険

か
ら
身
を
護
る
術
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
は
、
命
を
護
る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
学
生
た
ち
は
、
友
人
や
家
族
な
ど

大
切
な
人
に
も
教
え
た
い
と
真
剣
な
表
情

で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

コレアレ

星稜

　
6
月
4
日（
月
）S
e
i
ー
T
a
n
　A
c
t
!

「
金
沢
文
化
体
験
〜
願
い
が
叶
う
七
つ
橋
渡

り
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

浅
野
川
界
隈
に
伝
承
さ
れ
る
黙
っ
て
渡
る

と
願
い
が
叶
う
と
い
う
「
七
つ
橋
渡
り
」

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
学
生
と
教
職

員
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
金
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ま
い
ど
さ

ん
に
よ
る
、
七
つ
橋
渡
り
の
決
ま
り
事
や

起
こ
り
な
ど
の
説
明
を
う
け
、
夕
方
六
時

半
に
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
み
な
神
妙
な

面
持
ち
で
、
橋
と
川
に
願
い
が
叶
う
よ
う

に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
無
言
で
浅
野
川

の
上
流
か
ら
下
流
へ
、
常
盤
橋
・
天
神
橋
・

梅
の
橋
・
浅
の
川
大
橋
・
中
の
橋
・
小
橋
・

昌
永
橋
の
順
に
約
1
時
間
半
を
か
け
て
渡

り
切
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
長
澤
美
穂
さ
ん（
1
年
生
）は
、

「
浅
野
川
周
辺
は
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
風
景

が
多
く
、
景
色
も
と
て
も
綺
麗
で
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
4
月
23
日
（
月
）、
全
校
一
斉
に
遠
足
に

出
か
け
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
1
年
生
は

七
尾
市
の
と
じ
ま
水
族
館
、
2
年
生
は
福

井
県
の
恐
竜
博
物
館
と
大
野
城
、
3
年
生

は
富
山
県
の
海
王
丸
パ
ー
ク
で
す
。

　
こ
の
日
ば
か
り
は
先
生
も
生
徒
も
童
心

に
か
え
り
、
水
族
館
で
は
イ
ル
カ
の
大
技

星
稜
さ
わ
や
か

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
動
！ 

高
　
各
ク
ラ
ス
生
活
委
員
が
星
稜
さ
わ
や
か

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し
て
生
徒
課
の
先
生
と

と
も
に
駐
車
場
の
自
転
車
盗
難
防
止
活
動

や
校
内
の
盗
難
防
止
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、5
月
23
日
（
水
）
朝
7
時
半
よ
り
、

金
沢
東
警
察
署
、
金
沢
東
防
犯
協
会
及
び

金
沢
星
稜
大
学
池
田
ゼ
ミ
の
学
生
12
名
と

連
携
し
、
自
転
車
盗
難
防
止
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
隊
員
15
名
は
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

手
渡
し
な
が
ら
、
自
転
車
の
『
３
し
よ
う

運
動
』＝「
防
犯
登
録
し
よ
う
」「
ツ
ー
ロ
ッ

ク
し
よ
う
」「
大
事
に
し
よ
う
」
と
自
転
車

で
通
学
す
る
生
徒
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

い
つ
も
静
か
な
自
転
車
置
き
場
が
、
笑
顔

と
挨
拶
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

将
来
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
!?

高
　
天
文
部
の
研
究
が
、
科
学
技
術
振
興
機

構
の
平
成
24
年
度
「
中
高
生
の
科
学
部
活

動
進
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
採
択
さ
れ
た
学
校
は
、
研
究
発
表
や

科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
機
会
、
第
一

線
の
研
究
者
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
は
『
宇
宙
塵
の
観
察
、
測

定
を
と
お
し
て
、
地
球
公
転
軌
道
上
の
宇

宙
空
間
に
お
け
る
塵
の
分
布
、
宇
宙
空
間

の
物
質
の
地
球
に
与
え
る
影
響
を
探
る
』

と
い
う
斬
新
な
も
の
で
、
1
0
2
件
の
応
募

の
う
ち
、
石
川
県
内
で
は
本
校
が
唯
一
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
吉
報
に
目

を
輝
か
せ
る
と
同
時
に
、
研
究
に
打
ち
込

む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
5
月
26
日
（
土
）「
星
短
生
の
た
め
の
学

内
合
同
企
業
説
明
会
」
が
本
学
に
て
開
催

さ
れ
、
星
短
生
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
6
社
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
2
年
生
80
名
は
、
篠
崎
副
学

長
と
い
っ
し
ょ
に
「
ス
マ
イ
ル
三
唱
」
を

唱
和
し
、
星
短
生
ら
し
い
元
気
な
面
持
ち

で
企
業
の
採
用
担
当
者
が
待
つ
会
場
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
企
業
の

方
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も

に
、
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
星
短
生
は
嬉
し
い
こ
と
に
昨
年

の
同
時
期
と
比
較
し
て
約
３
倍
の
数
の

内
々
定
を
頂
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
学
内

合
説
に
参
加
し
た
学
生
も
、
よ
い
結
果
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

英
語
で
金
沢
を
観
光
案
内

短

　
4
月
13
日
（
金
）、
1
年
か
ら
3
年
の
Ｐ

コ
ー
ス
生
徒
一
同
が
対
面
式
を
行
い
ま
し

た
。
河
﨑
教
頭
挨
拶
の
後
、
1
年
生
の
生
徒

が
各
自
の
部
活
動
の
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
3
年
生
代
表
の
サ
ッ
カ
ー
部

主
将
置
田
峻
也
さ
ん
の
挨
拶
、
各
ク
ラ
ブ
の

専
門
分
野
の
先
生
の
紹
介
、
授
業
で
専
門
分

野
を
行
う
『
専
門
体
育
』
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
1
年
生
は
先
輩
を
前
に
高
い
目
標
を

か
か
げ
、
2
・
3
年
生
は
後
輩
に
負
け
じ
、

と
気
持
ち
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

Ｐ
コ
ー
ス
対
面
式

高

　
伏
見
高
校
、
大
聖
寺
高
校
に
続
き
、
本

校
で
も
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
今
年
度
よ
り

部
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
部
員
17
人
の

う
ち
11
人
が
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者
で
基
本

練
習
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
す
が
、
初
め

て
の
公
式
戦
と
な
る
県
高
校
総
体
で
優
勝

し
、
北
信
越
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
次

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
、
夢
が
現
実
と

な
る
日
が
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

に
驚
き
、
博
物
館
で
は
太
古
の
時
代
を
脳

裏
に
描
き
、
海
王
丸
パ
ー
ク
で
は
商
船
学

校
の
練
習
船
と
し
て
実
際
に
活
躍
し
た
帆

船
を
体
感
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
一

日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
初
め
て
の
遠
足

高

星
稜
な
で
し
こ
誕
生
！ 

高

大
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5
月
20
日（
日
）か
ら
6
月
23
日（
土
）ま

で
、ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
国
立
大
学
の

学
生
14
名
が
本
学
で
短
期
留
学
し
ま
し
た
。

期
間
中
、ロ
シ
ア
人
留
学
生
た
ち
は
、本
学

学
生
と
書
道
、折
り
紙
体
験
、ダ
ン
ス
、空
手

道
体
験
等
を
通
じ
て
交
流
し
、親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

6
月
20
日（
水
）に
は
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
も
行
わ
れ
、期
間
中
親
睦
を
深
め
た
学

生
た
ち
が
、別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

星
短
生
の
願
い
を
叶
え
る

「
金
沢
文
化
体
験

願
い
が
叶
う
七
つ
橋
渡
り
」

短

ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

国
立
大
学
か
ら
短
期
留
学
生

本
学
学
生
と
文
化
交
流

星
短
生
の
た
め
の

学
内
合
同
企
業
説
明
会
開
催

短

元
気
い
っ
ぱ
い
新
歓
体
育
祭
！

短
　
4
月
21
日
（
土
）、
爽
や
か
に
晴
れ
渡
っ
た

青
空
の
下
、
稲
置
学
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

新
歓
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
篠
崎
尚

夫
副
学
長
の
「
今
日
か
ら
晴
天
の
日
を
”星

短
日
和  “と
呼
ぼ
う
！
」
と
い
う
元
気
な
掛

け
声
と
大
き
な
声
で
ス
マ
イ
ル
と
3
回
唱
和

す
る
「
ス
マ
イ
ル
三
唱
」
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　
6
月
22
日
（
金
）・
23
日
（
土
）、
ス
イ
ス

の
ア
ロ
ー
ザ
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
ニ
ッ
セ

ン
カ
ッ
プ
2
0
1
2
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
に
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
部
の
佐
竹
玲
奈
さ
ん
（
3
年
）
が

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
女
子
個
人
で

優
勝
、
ま
た
シ
ン
ク
ロ
で
も
準
優
勝
し
ま
し

た
。
世
界
の
強
豪
を
抑
え
、
金
色
に
輝
く
メ

ダ
ル
を
獲
っ
た
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
、
校
舎

全
体
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
5
月
17
日
（
木
）、
辻
建
一
准
教
授
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
２
年
生
17
名
が
、
留
学
生
に
金

沢
市
内
の
観
光
名
所
、「
長
町
武
家
屋
敷
跡
」

を
英
語
で
観
光
案
内
し
ま
し
た
。

　
事
前
に
英
文
ガ
イ
ド
な
ど
で
長
町
武
家

屋
敷
跡
の
英
語
で
の
紹
介
を
勉
強
し
た
う

え
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
留
学
生
の
キ
ャ
サ
リ

ン
さ
ん
と
と
も
に
「
野
村
家
」「
足
軽
資
料

館
」「
高
田
家
跡
」
な
ど
藩
政
期
の
匂
い
が

色
濃
く
残
る
街
の
名
所
を
英
語
で
案
内
し

ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
に
よ
っ
て
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
外

　
玉
入
れ
、
障
害
物
競
争
、
借
り
物
競
走
、

5
人
6
腕
、
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
が
行
な

わ
れ
、
2
年
次
は
ゼ
ミ
、
1
年
次
は
ク
ラ

ス
毎
の
チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
し
た
。
女
子

短
ら
し
い
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
に
も
各
競
技
毎
で
の
白
熱
し
た
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
学
生
た
ち
は
お
お
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
祭
を
通
じ
て
先
輩
と
後
輩
と
の
交

流
も
図
ら
れ
、
閉
会
式
で
は
、
体
育
祭
の

準
備
に
あ
た
っ
た
学
友
会
・
体
育
祭
実
行

委
員
に
感
謝
の
拍
手
が
送
ら
れ
る
な
ど
充

実
し
た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

祝
！
世
界
の
舞
台
で

大
快
挙
！！ 
高

国
人
観
光
客
に
金
沢
の
魅
力
を
英
語
で
紹

介
す
る
自
信
を
つ
け
、
ま
た
キ
ャ
サ
リ
ン
さ

ん
も
、
石
畳
と
土
塀
が
続
き
用
水
が
風
情

豊
か
に
流
れ
る
街
の
雰
囲
気
を
十
分
堪
能

し
ま
し
た
。

自
分
を
護
る
！

護
身
術
を
学
ぶ

短
　　

カ
ナ
ダ
発
祥
の
女
性
の
た
め
に
考
案
さ

れ
た
セ
ル
フ
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
W
E
N
D
O
（
ウ
ェ
ン
・
ド
ウ
）

講
師
の
福
多
唯
先
生
を
お
招
き
し
て
、
1

年
生
の
ク
ラ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い

て
、
護
身
術
の
講
義
が
座
学
と
実
技
の
2

部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

福
多
先
生
の
発
す
る
、
襲
っ
て
き
た
相
手

を
ひ
る
ま
せ
る
大
声
に
驚
き
な
が
ら
も
、

相
手
に
大
き
な
危
害
を
与
え
ず
に
自
分
を

護
る
様
々
な
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
危
険

か
ら
身
を
護
る
術
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
は
、
命
を
護
る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
学
生
た
ち
は
、
友
人
や
家
族
な
ど

大
切
な
人
に
も
教
え
た
い
と
真
剣
な
表
情

で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

コレアレ

星稜

　
6
月
4
日（
月
）S
e
i
ー
T
a
n
　A
c
t
!

「
金
沢
文
化
体
験
〜
願
い
が
叶
う
七
つ
橋
渡

り
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

浅
野
川
界
隈
に
伝
承
さ
れ
る
黙
っ
て
渡
る

と
願
い
が
叶
う
と
い
う
「
七
つ
橋
渡
り
」

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
学
生
と
教
職

員
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
金
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ま
い
ど
さ

ん
に
よ
る
、
七
つ
橋
渡
り
の
決
ま
り
事
や

起
こ
り
な
ど
の
説
明
を
う
け
、
夕
方
六
時

半
に
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
み
な
神
妙
な

面
持
ち
で
、
橋
と
川
に
願
い
が
叶
う
よ
う

に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
無
言
で
浅
野
川

の
上
流
か
ら
下
流
へ
、
常
盤
橋
・
天
神
橋
・

梅
の
橋
・
浅
の
川
大
橋
・
中
の
橋
・
小
橋
・

昌
永
橋
の
順
に
約
1
時
間
半
を
か
け
て
渡

り
切
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
長
澤
美
穂
さ
ん（
1
年
生
）は
、

「
浅
野
川
周
辺
は
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
風
景

が
多
く
、
景
色
も
と
て
も
綺
麗
で
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
4
月
23
日
（
月
）、
全
校
一
斉
に
遠
足
に

出
か
け
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
1
年
生
は

七
尾
市
の
と
じ
ま
水
族
館
、
2
年
生
は
福

井
県
の
恐
竜
博
物
館
と
大
野
城
、
3
年
生

は
富
山
県
の
海
王
丸
パ
ー
ク
で
す
。

　
こ
の
日
ば
か
り
は
先
生
も
生
徒
も
童
心

に
か
え
り
、
水
族
館
で
は
イ
ル
カ
の
大
技

星
稜
さ
わ
や
か

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
動
！ 

高
　
各
ク
ラ
ス
生
活
委
員
が
星
稜
さ
わ
や
か

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し
て
生
徒
課
の
先
生
と

と
も
に
駐
車
場
の
自
転
車
盗
難
防
止
活
動

や
校
内
の
盗
難
防
止
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、5
月
23
日
（
水
）
朝
7
時
半
よ
り
、

金
沢
東
警
察
署
、
金
沢
東
防
犯
協
会
及
び

金
沢
星
稜
大
学
池
田
ゼ
ミ
の
学
生
12
名
と

連
携
し
、
自
転
車
盗
難
防
止
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
隊
員
15
名
は
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

手
渡
し
な
が
ら
、
自
転
車
の
『
３
し
よ
う

運
動
』＝「
防
犯
登
録
し
よ
う
」「
ツ
ー
ロ
ッ

ク
し
よ
う
」「
大
事
に
し
よ
う
」
と
自
転
車

で
通
学
す
る
生
徒
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

い
つ
も
静
か
な
自
転
車
置
き
場
が
、
笑
顔

と
挨
拶
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

将
来
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
!?

高
　
天
文
部
の
研
究
が
、
科
学
技
術
振
興
機

構
の
平
成
24
年
度
「
中
高
生
の
科
学
部
活

動
進
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
採
択
さ
れ
た
学
校
は
、
研
究
発
表
や

科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
機
会
、
第
一

線
の
研
究
者
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
は
『
宇
宙
塵
の
観
察
、
測

定
を
と
お
し
て
、
地
球
公
転
軌
道
上
の
宇

宙
空
間
に
お
け
る
塵
の
分
布
、
宇
宙
空
間

の
物
質
の
地
球
に
与
え
る
影
響
を
探
る
』

と
い
う
斬
新
な
も
の
で
、
1
0
2
件
の
応
募

の
う
ち
、
石
川
県
内
で
は
本
校
が
唯
一
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
吉
報
に
目

を
輝
か
せ
る
と
同
時
に
、
研
究
に
打
ち
込

む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
5
月
26
日
（
土
）「
星
短
生
の
た
め
の
学

内
合
同
企
業
説
明
会
」
が
本
学
に
て
開
催

さ
れ
、
星
短
生
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
6
社
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
2
年
生
80
名
は
、
篠
崎
副
学

長
と
い
っ
し
ょ
に
「
ス
マ
イ
ル
三
唱
」
を

唱
和
し
、
星
短
生
ら
し
い
元
気
な
面
持
ち

で
企
業
の
採
用
担
当
者
が
待
つ
会
場
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
企
業
の

方
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も

に
、
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
星
短
生
は
嬉
し
い
こ
と
に
昨
年

の
同
時
期
と
比
較
し
て
約
３
倍
の
数
の

内
々
定
を
頂
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
学
内

合
説
に
参
加
し
た
学
生
も
、
よ
い
結
果
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

英
語
で
金
沢
を
観
光
案
内

短

　
4
月
13
日
（
金
）、
1
年
か
ら
3
年
の
Ｐ

コ
ー
ス
生
徒
一
同
が
対
面
式
を
行
い
ま
し

た
。
河
﨑
教
頭
挨
拶
の
後
、
1
年
生
の
生
徒

が
各
自
の
部
活
動
の
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
3
年
生
代
表
の
サ
ッ
カ
ー
部

主
将
置
田
峻
也
さ
ん
の
挨
拶
、
各
ク
ラ
ブ
の

専
門
分
野
の
先
生
の
紹
介
、
授
業
で
専
門
分

野
を
行
う
『
専
門
体
育
』
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
1
年
生
は
先
輩
を
前
に
高
い
目
標
を

か
か
げ
、
2
・
3
年
生
は
後
輩
に
負
け
じ
、

と
気
持
ち
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

Ｐ
コ
ー
ス
対
面
式

高

　
伏
見
高
校
、
大
聖
寺
高
校
に
続
き
、
本

校
で
も
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
今
年
度
よ
り

部
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
部
員
17
人
の

う
ち
11
人
が
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者
で
基
本

練
習
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
す
が
、
初
め

て
の
公
式
戦
と
な
る
県
高
校
総
体
で
優
勝

し
、
北
信
越
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
次

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
、
夢
が
現
実
と

な
る
日
が
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

に
驚
き
、
博
物
館
で
は
太
古
の
時
代
を
脳

裏
に
描
き
、
海
王
丸
パ
ー
ク
で
は
商
船
学

校
の
練
習
船
と
し
て
実
際
に
活
躍
し
た
帆

船
を
体
感
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
一

日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
初
め
て
の
遠
足

高

星
稜
な
で
し
こ
誕
生
！ 

高

大
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4
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中

昨
年
の
第
42
回
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー

大
会
で
サ
ッ
カ
ー
部
が
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
が
、そ
の
記
念
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー
部
保

護
者
会
よ
り
記
念
碑
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
隣
接
す
る

校
長
室
前
の
花
壇
で
す
。こ
の
記
録
は
永
遠

に
刻
ま
れ
、本
校
の
誇
り
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

☆
お
誕
生
会
は

　
　大
学
生
も
い
っ
し
ょ
☆

　毎
月
、こ
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
お
誕
生

会
♪
今
年
度
は
、幼
稚
園
で
お
祝
い
す
る
月
と
、星
稜

大
学
の「
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
工
房
」に
招
か
れ
る
月
が
あ
り
、

5
月
は
早
速
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
工
房
で
お
誕
生
会
で
し
た
。

誕
生
児
の
名
前
を
一
人
一
人
呼
ん
で
紹
介
し
て
く
れ
た

り
、ス
テ
キ
な
歌
や
お
も
し
ろ
い
劇
を
見
せ
て
く
れ
た

り
、み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。年
長
児
が
年
少
児
と
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
園
ま
で

帰
る
姿
も
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。心
も
体
も
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
あ
れ
。

☆
親
子
バ
ス
遠
足

　
　
　「ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
」☆

5
月
23
日（
水
）は
、親
子
バ
ス
遠
足
で
し
た
。大
型

バ
ス
8
台
で
、富
山
県
の「
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
」へ
。

こ
ち
ら
の
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
タ
ワ
ー

は
、ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建
設
に
も
参
加
し
た
会
社
が
建

て
た
そ
う
で
、展
望
台
ま
で
上
っ
た
親
子
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。ク
ラ
ス
ご
と
に
元
気
に
体
を
動
か
し
て
遊

ん
だ
あ
と
は
、お
母
さ
ん
の
作
っ
て
く
れ
た
お
い
し
い

お
弁
当
♪
さ
わ
や
か
な
空
の
下
、緑
の
広
場
に
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
！

☆
プ
ー
ル
開
き
☆

6
月
4
日
は
幼
稚
園
の

プ
ー
ル
開
き
で
し
た
。こ

の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
年
長
組
！
友
達
や
大
学

生
、教
師
と
い
っ
し
ょ
に
、

思
う
存
分
遊
び
水
と
仲
良

し
に
な
り
ま
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼　年

長
組
の
こ
ど
も
た
ち
が
、タ
ケ
ノ
コ
を
見
に
近
く

の
竹
林
に
出
発
！
タ
ケ
ノ
コ
を
見
つ
け
る
と「
こ
っ
ち

に
大
き
い
の
が
あ
る
よ
」「
触
っ
た
ら
フ
ワ
フ
ワ
す
る

ね
」と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
子
ど
も
た
ち
。次
の
日
、ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
で
タ
ケ
ノ
コ
を
焼
い
て
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
た

よ
。最
初
に
下
ゆ
で
し
て
皮
を
む
い
た
タ
ケ
ノ
コ
を
見

て「
あ
れ
、色
が
違
う
ね
ぇ
」、縦
に
切
っ
た
切
り
口
を

見
る
と「
え
ぇ
、マ
ン
シ
ョ
ン
み
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
竹

林
で
見
た
タ
ケ
ノ
コ
と
の
違
い
に
ビ
ッ
ク
リ
!!
　焼

き
始
め
る
と
、ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
と
い
う
音
と
香
ば
し
い

香
り
が
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
な
り「
早
く
食
べ
た
〜
い
」

「
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
ぁ
」と
待
ち
き
れ
な
い
様
子
。自

分
の
食
べ
る
筍
に
お
醤
油
を
塗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。お
い
し
く
っ
て
お
か
わ
り
続
出
！
　ま
だ
生
の
タ

ケ
ノ
コ
が
あ
っ
た
の
で
、見
た
り
触
っ
た
り
し
て
絵
を

描
い
た
り
皮
を
む
き
裂
い
て
お
ま
ま
ご
と
が
始
ま
っ
た

り
。タ
ケ
ノ
コ
で
、見
た
り
触
っ
た
り
匂
い
を
嗅
い
だ

り
食
べ
た
り
描
い
た
り
遊
ん
だ
り
…
と
い
ろ
ん
な
こ
と

を
楽
し
み
ま
し
た
。

☆
幼
稚
園
が
始
ま
っ
た
よ
〜
！
☆

☆
タ
ケ
ノ
コ

　
　
　に
ょ
き
に
ょ
き
☆

　
6
月
1
日（
金
）･
2
日（
土
）、青
空
の
下
、

写
生
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
周
辺

に
自
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
陣
取
り
、
気
に
入
っ

た
風
景
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
き
ま
し
た
。
思

い
の
ま
ま
黙
々
と
絵
筆
を
は
し
ら
せ
る
生
徒

や
、
描
く
対
象
が
ま
と
ま
ら
ず
、
い
つ
ま
で

経
っ
て
も
キ
ャ
ン
バ
ス
が
真
っ
白
い
生
徒
な

ど
、
進
行
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
教
育

実
習
の
大
学
生
た
ち
も
、
温
か
い
視
線
で
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

写
生
大
会

中

星
稜
高
等
学
校

星
稜
中
学
校

全
国
制
覇
記
念
！

中

4
月
23
日（
月
）、全
校
生
徒
が
遠
足
に

出
か
け
ま
し
た
。行
き
先
は
森
林
公
園
三
国

山
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。キ
ャ
ン
プ
場
に
到
着

は
し
ま
し
た
が
、あ
い
に
く
の
雨
で
火
を
熾

す
こ
と
が
で
き
ず
、残
念
な
が
ら
学
校
に

戻
っ
て
カ
レ
ー
を
作
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。外
で
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け

れ
ど
、何
回
も
お
か
わ
り
し
て
お
腹
一
杯
に

な
り
ま
し
た
。

雨
の
遠
足

中
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4
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績
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介
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。
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に
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で
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ら
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に
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『親業』支援コラム

オトナ
ミカタ

の

運
転
免
許
取
得
を
目
前
と
し
た

こ
ど
も
を
持
つ
親
の
心
構
え
と
注
意
点

石
川
県
金
沢
東
警
察
署 

交
通
第
一
課
長

田
村
恵
吾 

警
部

稲
置
学
園
各
校
で
は
、金
沢
東
警
察
署
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
交
通
安
全
や
防
犯
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、金
沢
東
警
察
署
の
種
本
英
喜
署
長

と
蔵
谷
町
村
警
視
を
訪
ね
、「
星
稜
」と
と
も

に
取
り
組
む
活
動
に
つ
い
て
、お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

金
沢
東
警
察
署
と
稲
置
学
園
の

関
係
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
園
各
校
に
は
ど
の
よ
う
な

印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

 

蔵
谷
さ
ん
：
稲
置
学
園
の
各
学
校
が
金
沢
東
警
察

署
管
内
に
あ
り
、距
離
的
に
も
と
て
も
近
い
と
い

う
こ
と
で
、お
も
に
交
通
安
全
や
防
犯
に
関
す
る

取
り
組
み
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
金
沢
星
稜
大
学
の
池
田
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
と
は
、

東
金
沢
駅
で
の
交
通
マ
ナ
ー
呼
び
か
け
や
地
域
の

高
齢
者
の
方
々
に
向
け
た
交
通
安
全
教
室
な
ど
で

協
力
関
係
に
あ
り
ま
す
。
大
学
剣
道
部
の
皆
さ
ん

に
も
交
通
安
全
運
動
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
ね
。
星
稜
高
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、

地
域
の
４
高
校
で
組
織
す
る
ヤ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
隊

と
し
て
、こ
ち
ら
も
地
域
の
交
通
安
全
の
た
め
に

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

種
本
さ
ん
：
現
在
、ヤ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
隊
は
石
川
全

県
下
で
の
取
り
組
み
に
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、そ
の

発
端
は
東
署
管
内
の
星
稜
高
校
を
含
む
４
校
で
す
。

活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
も
う
10
年
ほ
ど
前
に
な
り

ま
す
か
ら
、地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
し
っ
か
り
と

定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

蔵
谷
さ
ん
：
私
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
学
校
へ
講
習

に
赴
く
機
会
は
多
い
の
で
す
が
、ど
う
し
て
も
一
時

的
・
一
方
的
な
活
動
に
な
り
が
ち
で
す
。
星
稜
さ
ん

は
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
定
期
的
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
し
、逆
に
私
た
ち
が
提
案
を
い
た
だ

く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
と
て
も
深
い
関
係
、そ

れ
も
双
方
向
の
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
、「
心

強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
団
体
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

今
後
、稲
置
学
園
各
校
の
生
徒
・
学
生
に
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

 

種
本
さ
ん
：
地
域
の
絆
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
現

代
、そ
の
希
薄
さ
が
犯
罪
の
発
生
な
ど
に
つ
な
が

り
、さ
ま
ざ
ま
な
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

稲
置
学
園
は
地
域
の
中
の
総
合
学
園
で
あ
り
、そ

こ
に
通
う
た
く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
、学
生
さ
ん
が
こ

の
地
域
に
根
ざ
し
た
交
通
安
全
や
防
犯
の
活
動
を

し
て
く
れ
る
こ
と
で
、直
接
的
な
効
果
に
と
ど
ま

ら
ず
、地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、こ
の
学
園
都
市

の
安
全
性
を
高
め
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全
や
防
犯
は
、ど
う
し
て
も
警
察
だ
け
で

取
り
組
む
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
支
援

し
て
く
れ
る
の
が
、地
域
の
方
々
の
活
動
。
稲
置
学

園
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
の
学
園
都
市
の
中
心
と
し

て
、学
園
が
持
つ
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

蔵
谷
さ
ん
：
学
校
に
は
、入
学
す
る
人
も
卒
業
す
る

人
も
い
ま
す
。
毎
年
毎
年
人
が
入
れ
替
わ
る
の
が

学
校
で
す
。
特
に
稲
置
学
園
の
よ
う
な
大
き
な
学

園
で
交
通
安
全
・
防
犯
の
取
り
組
み
が
活
性
化
す

る
と
、人
の
動
き
と
と
も
に
高
い
意
識
も
地
域
内

外
へ
と
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
く
ん
で
す
。
そ
の

点
に
お
い
て
も
、稲
置
学
園
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
稲
置

学
園
の
各
学
校
で
学
ん
で
い
る
若
い
生
徒
さ
ん
、学

生
さ
ん
に
は
、き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
に
将
来
の
夢
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
交
通
安
全
や
防
犯
の
取
り
組

み
は
、い
わ
ば
誰
か
の
夢
を
守
る
こ
と
。
交
通
事
故

や
犯
罪
で
夢
や
未
来
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
向
上
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
目
指
し
て
い
け
た
ら
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

石川県金沢東警察署長
種本英喜さん（左）
石川県金沢東警察署
地域交通官
蔵谷町村（まちさと）さん（右）

「
稲
置
学
園
だ
か
ら
で
き
る
」、

交
通
安
全
・
防
犯
活
動
で
の
連
携
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ま
が
免
許
を
取
得
し
、
自
働
車
を
運
転
す
る
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
心
配
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
免
許
取
得
を
目

前
に
し
た
、
あ
る
い
は
取
得
し
た
ば
か
り
の
お
子
さ
ま
を
持
つ
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
、
心
構
え
と
注
意
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
統
計
で
は
、
多
く
の
人
が
運
転
免
許
取
得
後
５
年
以
内
に
何
ら
か
の

事
故
を
経
験
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
っ
と
も
有
効
な
方
法
は
「
運
転
し
な
い
こ
と
」
で
す
が
、
こ
れ
は
ぜ

ひ
と
も
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
免
許
取
得
後
に

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
期
間
が
数
年
あ
る
と
、
せ
っ
か
く
習
得
し
た

運
転
技
術
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
ば
、
高
校
卒
業
に
合
わ
せ
て
免
許
を
取
得
し
た
も
の
の
、
大

学
や
短
大
在
学
中
は
一
切
運
転
を
し
な
い
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
免
許

取
り
た
て
で
運
転
し
た
が
る
お
子
さ
ま
に
、
心
配
だ
か
ら
と
保
護
者
が

禁
止
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
れ
ば
、
運
転
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状

況
に
な
り
ま
す
。
数
年
後
、
運
転
技
術
が
失
わ
れ
た
状
態
で
公
道
に
出

る
こ
と
の
ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
危
険
な
の
だ
と
い
う
事
実
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
免
許
取
得
後
に
間
を
置
か
ず
、
正
し
い
運
転
経
験
を
積
む

こ
と
で
す
。
保
護
者
の
方
は
で
き
る
か
ぎ
り
同
乗
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

適
切
な
指
導
を
行
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
そ
の
後
の
長
い
ド

ラ
イ
バ
ー
人
生
の
安
全
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
ペ
ー
パ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
の
期
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
た
め

の
講
習
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
京
都
府
亀
岡
で
先
日
起
こ
っ
た
無
免
許
運
転
の
若
者
に
よ
る
痛
ま
し

い
事
故
は
記
憶
に
新
し
い
で
す
ね
。
悲
し
い
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
高
い
交
通
安
全
意
識
と
正
し
い
交
通
行
動
を
な
る
べ
く
早
い
う
ち

に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
お
子
さ
ま
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、「
ど
ん
な
小
さ
な
事
故
も
警
察
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。
運
転
し
て
い
た
車
が
幼
い
こ

ど
も
と
接
触
し
て
転
ば
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
ど
も
が
「
大
丈
夫
」
と

言
う
の
で
そ
の
場
を
去
っ
た
、
と
い
う
の
は
あ
り
が
ち
な
話
で
す
。
そ

の
後
、
こ
ど
も
の
ケ
ガ
に
気
が
つ
い
た
親
が
事
情
を
聞
い
て
通
報
す
れ

ば
、
運
転
者
は
「
ひ
き
逃
げ
」
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

小
さ
な
事
故
も
警
察
に
届
け
る
こ
と
が
大
前
提
。
そ
れ
が
大
人
の
責
任

だ
と
し
っ
か
り
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
違
反
を
す
れ
ば
罰
則
が
あ
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
教
え
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
事
故
や
重
大
な
違
反
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ

に
な
り
ま
す
。
運
転
者
に
は
交
通
法
規
を
順
守
す
る
義
務
が
あ
り
、
違

反
者
は
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　
乱
暴
な
運
転
や
不
注
意
に
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う

に
は
、
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
免
許
取
り
た

て
の
未
熟
な
時
期
に
、
擦
っ
て
傷
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
車
の
修
理
代
を

お
子
さ
ま
自
身
に
負
担
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
も
効
果
的
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　「
う
ち
の
子
は
ま
だ
免
許
を
取
る
年
齢
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
い
う
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
、
お
子
さ
ま
は
い
つ
も
親
の
運
転
や
交
通
安
全
に
対

す
る
姿
勢
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
違
反
を

し
な
い
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
思
い
や
り
の
あ
る
安
全
運
転
を
心
が
け

る
姿
勢
を
常
日
頃
か
ら
見
せ
る
あ
げ
る
こ
と
は
、
将
来
ド
ラ
イ
バ
ー
と

な
る
お
子
さ
ま
に
必
ず
よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
の
人
生
も
加
害
者
の
人
生
も
狂
わ
せ
る
恐

ろ
し
い
も
の
で
す
。
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
と
い
う
「
大
人
へ
の
一

歩
」
を
踏
み
だ
す
お
子
さ
ま
の
人
生
を
守
る
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
よ
い
指
導
者
、
よ
い
お
手
本
で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
後
は
、

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
期
間
を

作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
運
転
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、

違
反
す
れ
ば
厳
し
い
罰
則
が
あ
る
こ
と
を

き
ち
ん
と
教
え
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
は
親
の
姿
を
映
す
鏡
。

自
動
車
の
運
転
だ
っ
て

も
ち
ろ
ん
同
じ
で
す
。
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の

運
転
免
許
取
得
を
目
前
と
し
た

こ
ど
も
を
持
つ
親
の
心
構
え
と
注
意
点

石
川
県
金
沢
東
警
察
署 

交
通
第
一
課
長

田
村
恵
吾 

警
部

稲
置
学
園
各
校
で
は
、金
沢
東
警
察
署
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
交
通
安
全
や
防
犯
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、金
沢
東
警
察
署
の
種
本
英
喜
署
長

と
蔵
谷
町
村
警
視
を
訪
ね
、「
星
稜
」と
と
も

に
取
り
組
む
活
動
に
つ
い
て
、お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

金
沢
東
警
察
署
と
稲
置
学
園
の

関
係
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
園
各
校
に
は
ど
の
よ
う
な

印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

 

蔵
谷
さ
ん
：
稲
置
学
園
の
各
学
校
が
金
沢
東
警
察

署
管
内
に
あ
り
、距
離
的
に
も
と
て
も
近
い
と
い

う
こ
と
で
、お
も
に
交
通
安
全
や
防
犯
に
関
す
る

取
り
組
み
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
金
沢
星
稜
大
学
の
池
田
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
と
は
、

東
金
沢
駅
で
の
交
通
マ
ナ
ー
呼
び
か
け
や
地
域
の

高
齢
者
の
方
々
に
向
け
た
交
通
安
全
教
室
な
ど
で

協
力
関
係
に
あ
り
ま
す
。
大
学
剣
道
部
の
皆
さ
ん

に
も
交
通
安
全
運
動
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
ね
。
星
稜
高
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、

地
域
の
４
高
校
で
組
織
す
る
ヤ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
隊

と
し
て
、こ
ち
ら
も
地
域
の
交
通
安
全
の
た
め
に

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

種
本
さ
ん
：
現
在
、ヤ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
隊
は
石
川
全

県
下
で
の
取
り
組
み
に
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、そ
の

発
端
は
東
署
管
内
の
星
稜
高
校
を
含
む
４
校
で
す
。

活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
も
う
10
年
ほ
ど
前
に
な
り

ま
す
か
ら
、地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
し
っ
か
り
と

定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

蔵
谷
さ
ん
：
私
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
学
校
へ
講
習

に
赴
く
機
会
は
多
い
の
で
す
が
、ど
う
し
て
も
一
時

的
・
一
方
的
な
活
動
に
な
り
が
ち
で
す
。
星
稜
さ
ん

は
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
定
期
的
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
し
、逆
に
私
た
ち
が
提
案
を
い
た
だ

く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
と
て
も
深
い
関
係
、そ

れ
も
双
方
向
の
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
、「
心

強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
団
体
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

今
後
、稲
置
学
園
各
校
の
生
徒
・
学
生
に
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

 

種
本
さ
ん
：
地
域
の
絆
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
現

代
、そ
の
希
薄
さ
が
犯
罪
の
発
生
な
ど
に
つ
な
が

り
、さ
ま
ざ
ま
な
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

稲
置
学
園
は
地
域
の
中
の
総
合
学
園
で
あ
り
、そ

こ
に
通
う
た
く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
、学
生
さ
ん
が
こ

の
地
域
に
根
ざ
し
た
交
通
安
全
や
防
犯
の
活
動
を

し
て
く
れ
る
こ
と
で
、直
接
的
な
効
果
に
と
ど
ま

ら
ず
、地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、こ
の
学
園
都
市

の
安
全
性
を
高
め
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全
や
防
犯
は
、ど
う
し
て
も
警
察
だ
け
で

取
り
組
む
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
支
援

し
て
く
れ
る
の
が
、地
域
の
方
々
の
活
動
。
稲
置
学

園
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
の
学
園
都
市
の
中
心
と
し

て
、学
園
が
持
つ
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

蔵
谷
さ
ん
：
学
校
に
は
、入
学
す
る
人
も
卒
業
す
る

人
も
い
ま
す
。
毎
年
毎
年
人
が
入
れ
替
わ
る
の
が

学
校
で
す
。
特
に
稲
置
学
園
の
よ
う
な
大
き
な
学

園
で
交
通
安
全
・
防
犯
の
取
り
組
み
が
活
性
化
す

る
と
、人
の
動
き
と
と
も
に
高
い
意
識
も
地
域
内

外
へ
と
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
く
ん
で
す
。
そ
の

点
に
お
い
て
も
、稲
置
学
園
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
稲
置

学
園
の
各
学
校
で
学
ん
で
い
る
若
い
生
徒
さ
ん
、学

生
さ
ん
に
は
、き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
に
将
来
の
夢
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
交
通
安
全
や
防
犯
の
取
り
組

み
は
、い
わ
ば
誰
か
の
夢
を
守
る
こ
と
。
交
通
事
故

や
犯
罪
で
夢
や
未
来
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
向
上
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
目
指
し
て
い
け
た
ら
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

石川県金沢東警察署長
種本英喜さん（左）
石川県金沢東警察署
地域交通官
蔵谷町村（まちさと）さん（右）

「
稲
置
学
園
だ
か
ら
で
き
る
」、

交
通
安
全
・
防
犯
活
動
で
の
連
携
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ま
が
免
許
を
取
得
し
、
自
働
車
を
運
転
す
る
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
心
配
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
免
許
取
得
を
目

前
に
し
た
、
あ
る
い
は
取
得
し
た
ば
か
り
の
お
子
さ
ま
を
持
つ
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
、
心
構
え
と
注
意
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
統
計
で
は
、
多
く
の
人
が
運
転
免
許
取
得
後
５
年
以
内
に
何
ら
か
の

事
故
を
経
験
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
っ
と
も
有
効
な
方
法
は
「
運
転
し
な
い
こ
と
」
で
す
が
、
こ
れ
は
ぜ

ひ
と
も
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
免
許
取
得
後
に

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
期
間
が
数
年
あ
る
と
、
せ
っ
か
く
習
得
し
た

運
転
技
術
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
ば
、
高
校
卒
業
に
合
わ
せ
て
免
許
を
取
得
し
た
も
の
の
、
大

学
や
短
大
在
学
中
は
一
切
運
転
を
し
な
い
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
免
許

取
り
た
て
で
運
転
し
た
が
る
お
子
さ
ま
に
、
心
配
だ
か
ら
と
保
護
者
が

禁
止
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
れ
ば
、
運
転
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状

況
に
な
り
ま
す
。
数
年
後
、
運
転
技
術
が
失
わ
れ
た
状
態
で
公
道
に
出

る
こ
と
の
ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
危
険
な
の
だ
と
い
う
事
実
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
免
許
取
得
後
に
間
を
置
か
ず
、
正
し
い
運
転
経
験
を
積
む

こ
と
で
す
。
保
護
者
の
方
は
で
き
る
か
ぎ
り
同
乗
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

適
切
な
指
導
を
行
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
そ
の
後
の
長
い
ド

ラ
イ
バ
ー
人
生
の
安
全
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
ペ
ー
パ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
の
期
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
た
め

の
講
習
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
京
都
府
亀
岡
で
先
日
起
こ
っ
た
無
免
許
運
転
の
若
者
に
よ
る
痛
ま
し

い
事
故
は
記
憶
に
新
し
い
で
す
ね
。
悲
し
い
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
高
い
交
通
安
全
意
識
と
正
し
い
交
通
行
動
を
な
る
べ
く
早
い
う
ち

に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
お
子
さ
ま
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、「
ど
ん
な
小
さ
な
事
故
も
警
察
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。
運
転
し
て
い
た
車
が
幼
い
こ

ど
も
と
接
触
し
て
転
ば
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
ど
も
が
「
大
丈
夫
」
と

言
う
の
で
そ
の
場
を
去
っ
た
、
と
い
う
の
は
あ
り
が
ち
な
話
で
す
。
そ

の
後
、
こ
ど
も
の
ケ
ガ
に
気
が
つ
い
た
親
が
事
情
を
聞
い
て
通
報
す
れ

ば
、
運
転
者
は
「
ひ
き
逃
げ
」
を
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

小
さ
な
事
故
も
警
察
に
届
け
る
こ
と
が
大
前
提
。
そ
れ
が
大
人
の
責
任

だ
と
し
っ
か
り
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
違
反
を
す
れ
ば
罰
則
が
あ
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
教
え
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
事
故
や
重
大
な
違
反
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ

に
な
り
ま
す
。
運
転
者
に
は
交
通
法
規
を
順
守
す
る
義
務
が
あ
り
、
違

反
者
は
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　
乱
暴
な
運
転
や
不
注
意
に
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う

に
は
、
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
免
許
取
り
た

て
の
未
熟
な
時
期
に
、
擦
っ
て
傷
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
車
の
修
理
代
を

お
子
さ
ま
自
身
に
負
担
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
も
効
果
的
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　「
う
ち
の
子
は
ま
だ
免
許
を
取
る
年
齢
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
い
う
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
、
お
子
さ
ま
は
い
つ
も
親
の
運
転
や
交
通
安
全
に
対

す
る
姿
勢
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
違
反
を

し
な
い
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
思
い
や
り
の
あ
る
安
全
運
転
を
心
が
け

る
姿
勢
を
常
日
頃
か
ら
見
せ
る
あ
げ
る
こ
と
は
、
将
来
ド
ラ
イ
バ
ー
と

な
る
お
子
さ
ま
に
必
ず
よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
の
人
生
も
加
害
者
の
人
生
も
狂
わ
せ
る
恐

ろ
し
い
も
の
で
す
。
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
と
い
う
「
大
人
へ
の
一

歩
」
を
踏
み
だ
す
お
子
さ
ま
の
人
生
を
守
る
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
よ
い
指
導
者
、
よ
い
お
手
本
で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
後
は
、

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
期
間
を

作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
運
転
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、

違
反
す
れ
ば
厳
し
い
罰
則
が
あ
る
こ
と
を

き
ち
ん
と
教
え
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
は
親
の
姿
を
映
す
鏡
。

自
動
車
の
運
転
だ
っ
て

も
ち
ろ
ん
同
じ
で
す
。



科
学
研
究
費
補
助
金（
科
研
費
）は
、日
本
の
学
術
を
振
興
す
る
た
め
、人
文
・

社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
す
べ
て
の
分
野
で
、独
創
的
・
先
駆
的
な
研
究

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
助
成
費
で
す
。基
礎
の
研
究
か
ら
最

先
端
の
研
究
ま
で
、多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で
研
究
者
を
援
助
し
て
お
り
、文
部
科

学
省
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
と
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
交
付
さ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
の
研
究
成
果
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞
を
は
じ
め
研
究
者

の
国
内
外
で
の
様
々
な
受
賞
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
新
た
に
採
択
を
受
け
た
５
名
の
教
員
と
そ
の
研
究
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2012.3.1～2012.5.31受付分）
同窓会
・飯利　俊幸
・飯利　大昂
・大久保　邦彦
・大友　哲
・奥田　幸子
・河﨑　舞子
・共栄建設㈱
  坂東　久雄
・桜井　久美子
・下根　浩明
・清造　誠
・星稜高等学校同窓会
・畠　　修
・干場　優花
・㈱園田装飾工業
  園田　哲哉
  ほか匿名5名

・㈱中東　小坂　勇治
・林　勝則
・(有)藤藁商店　藤藁　実
・宮一　拓克
・三輪　等
・森山　恵信
  ほか匿名1名

保護者会
・飯利　邦洋
・上寺　武志

一般（個人・法人）
・(有)学習会　北国　克彦
・㈱紙安クッキング　紙谷　一平
・㈱シグマ・デザイン建築設計事務所
  野手　有二
・㈱ジャパンビバレッジセントラル  金沢支店
  舟川　聡
・東部自動車興業㈱  東部自動車学校
  作田　司
・日本通運㈱金沢支店
  関根　章好
・㈱べネフレックス
  宮形　栄喜知
・北陸コカ・コーラボトリング㈱
  稲垣　靖彦

・北国インテックサービス㈱
  若林　博
  ほか匿名3名

学園役員・職員
・秋山　千賀子
・油井　秀樹
・荒野　充
・石川　みどり
・河﨑　護
・川村　義治
・小門　泉
・羽賀　多聞
・山川　洋平
  ほか匿名1名

旧職員
・小西　滋人
・大和　隆介

本学園は、平成24年（2012年）に創立80周年を迎えるにあたり、学園各設置校に在籍する学生・生徒・園児が満足な学園生活を送るこ
とができるよう、更なる教育環境の整備・改善、就学援助の充実、課外活動の支援等に取り組んでいきたいと考えております。これらの取り
組みのため、同窓生・保護者・教職員並びに有志の皆さまから広くご寄附を募ることとなり、平成23年2月より寄附金募集を開始いたしまし
た。趣旨にご賛同いただいた多くの皆さまからのご厚意に心より感謝申し上げます。寄附金事業は平成24年9月まで実施いたします。この
ほかに記念史の編纂、記念行事の実施、記念館の建設を記念事業として実施する予定です。 
皆様のご支援ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。

平成24年7月8日（日）より、北陸朝日放送にて毎週日曜日夜11：10から放映開始。稲置学園80周
年の記念事業として、各設置校の園児・生徒・学生・教職員の活動を題材に、星稜の人間教育のありの
ままを2分30秒に凝縮し、全13回にわたってお送りするミニ番組です。
ぜひ、ご覧ください。

学園創立80周年記念事業「寄附金募集」について

80周年記念ミニ番組『星稜魂(スピリット)』

■集計表

1．大　学
2．短　大
3．星　稜
4．実　践
　　   小　計
5．大　学
6．短　大
7．高　校
8．中　学
9．幼稚園
　　   小　計
10．個　人
11．法人(会社等)
小　計
12．学園役員
13．専任職員
14．旧役員・旧職員
　　   小　計

163
42
338
93
636
181
24
303
30
9

547
30
44
74
11
109
22
142
1,399

15,242,100
3,305,000
13,371,000
1,287,000
33,205,100
1,482,000
518,000
3,990,000
312,000
65,000

6,367,000
530,000

13,020,000
13,550,000
8,105,000
7,350,000
1,550,000
17,005,000
70,127,100

区　分
件　数

寄　附　金
金　額

合　計

同  

窓  

会

保
護
者
会

役
員
・
職
員

一

　般

平成24年5月31日現在

学校法人稲置学園理事長　　稲置　美弥子
学園創立80周年記念事業企画・実行委員長
学校法人稲置学園理事　　　　稲置　慎也

平成23年度  財務の概要
科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出の部合計

決算

2,608,704

796,045

332,264

1,381

101,810

1,352,522

57,178

1,443,004

504,781

7,197,689

支出の部

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

借入金収入

前受金収入

その他の収入

資金収入の部合計

決算

3,135,957

67,848

37,373

995,254

92,210

4,949

60,520

117,991

0

255,899

1,871,898

6,639,899

収入の部

（単位：千円）

収入構成比率

資金収支計算書

教育研究経費支出
11.06%

（796百万円）管理経費支出
4.62%

（332百万円）

設備関係支出
0.79%

（57百万円）

施設関係支出
18.79%

（1,353百万円）

その他の支出
7.01%

（505百万円）

借入金等
返済支出
1.42%

（102百万円）

借入金等
利息支出

0.02%（1百万円）

収入計　6,640百万円 支出計　7,198百万円

手数料収入
1.02%

（68百万円）

寄付金収入
0.56%

（37百万円）

前受金収入
3.85%

（256百万円）

借入金収入
0.0%

（0百万円）

雑収入
1.78%

（118百万円）

事業収入
0.91%

（61百万円）

資産売却収入
0.08%
（5百万円）

資産運用収入
1.39%

（92百万円）

人件費支出
36.24%

（2,609百万円）

学生生徒等
納付金収入
47.23%

（3,136百万円）

補助金収入
14.99%

（995百万円）

その他の収入
28.19%

（1,872百万円）
資産運用支出
20.05%

（1,443百万円）

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

研究基盤（C）
中国市場における日本企
業のグローバル・カスタ
マイゼーション戦略

経済学部 准教授
方　　斌

急速に拡大する中国市場において、日
本企業がいかにして進出するかという現
実的な課題に対し、日本国内の製品、価格、
広報及び流通の諸戦略の様式を維持する
｢標準化｣を行うのか、又は中国市場の潜在
ニーズに適応させる｢適応化｣を行うのか、
といった｢マクロレベルのカスタマイゼー
ション｣と、｢適応化｣を行う場合において、
その中での｢標準化｣を推進するのか、又は
個々のニーズに対応した「適応化」を推進
するのか、といった「ミクロレベルのカス
タマイゼーション」とを融合させた「グ
ローバル・カスタマイゼーション」の実証
分析と新理論の開発を目指します。

研究基盤（C）
省エネ住宅の普及に関
する政策効果測定と最
適政策の考察

経済学部 准教授
藤澤　美恵子

スマートハウスの普及が促進さ
れているが、その定義とはどんな
ものであろうか。日本のお家芸を
反映した賢い家電や計測器などを
備えた住宅ということらしいが、
本来は断熱性能の高い住宅で使用
してこそ意味があるものである。
住宅版エコポイントは、その断熱
性能を向上させる補助金だが、そ
の効果は計測されていない。この
研究では、政策効果を定量的に把
握するとともに、このエネルギー
政策転換期に、省エネ住宅普及策
の一考を提示する。

若手研究（B）
自立・持続経営を担保す
る総合型地域スポーツ
クラブのマネジメント

人間科学部 准教授
田島　良輝

学校や企業、行政に大きく依存した
これまでのシステムから、広く地域全体
でスポーツを支えていくことを目的に
構想された総合型地域スポーツクラブ。
本研究では、クラブの持続経営を担

保するベンチマークを策定するため
に、①経営分析指標の開発②集客マー
ケティング戦略の構築の２つのテーマ
に取り組みます。 

基盤研究（C）
ろう学校の音楽教科に
おける一考察　
～他教科に与える影響～

人間科学部 准教授
高垣　展代

人間科学部教授
池田　幸應
センター長

音を享受する聴覚器官に障害をもつ
人には、音楽の楽しさを直接的に伝え
ることができませんが、音楽に身体表
現を導入することで、音を立体的に感
じ、音に対するイメージを作り上げる
ことができると考えられることから、音
楽教科だけでなく、他の教科への連携
も視野に入れ研究を進め、音楽教科が
担う全人的な育成につなげます。

若手研究（B）
子どもの姿勢調査およ
び筋量、筋力、身体活動
量との関係

人間科学部 准教授
太田　めぐみ

金
沢
星
稜
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
は
、地
元
金
沢
市
を
は
じ
め
と

す
る
加
賀
地
区
、能
登
地
区
の
自
治

体
や
教
育
機
関
、企
業
、N
P
O
な

ど
と
連
携
・
協
力
し
、金
沢
星
稜
大

学
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
教
育
研

究
活
動
と
社
会
活
動
を
通
し
て
地

域
へ
の
貢
献
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、

2
0
1
2
年
4
月
1
日
開
設
し
ま

し
た
。

地
域
貢
献
は
大
学
の
役
割
の
一

つ
で
あ
り
、金
沢
星
稜
大
学
が
地
域

か
ら
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
で
信
頼
さ
れ
、そ
し
て
継
続
し

て
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
つ
い
て
互
い

に
考
え
て
い
く
こ
と
は
、本
学
自
ら

の
特
色
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

学
内
外
に
お
け
る
地
域
連
携
活

動
を
一
元
的
に
集
約
し
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金沢星稜大学総合研究所  公開講座「奥能登ジャンプ～これからの穴水を考えよう～」を開催
穴水町をはじめ能登地区の地域が抱えるさまざま問題や課題を通して、穴水町の人と暮らしの将来を視野に入れたテーマを毎回設定し、金沢星稜大学の

教員が講師を担当しました。金沢星稜大学の「知」を発信するとともに、地元町民の方々と将来をデザインする上でのヒントを共に考える機会になりました。
平成23年10月から平成24年2月にわたり、穴水町さわやか交流館プルートで毎月開催し、延べ約140人の町民の方々が参加しました。
講座の各テーマと講師は、以下のとおり。

※「ベンチマーク」  基準

※「カスタマイゼーション」
顧客の個々のニーズに適応させるためにカスタ
マイズした多種多様な製品を供給する供給様式

□10月29日(土)
　第 1回  能登の祭りと余暇
　
　講　師  人間科学部教授
　　　　  大森　重宜

□11月19日(土)
　第2回  地域情報を発信したくなる
                　   子ども達のための国際交流とは？
　講　師  人間科学部准教授
　　　　  清水　和久

□12月10日(土)
　第 3回  「こどものこころの育ち」を
                 支える地域の役割
　講　師  人間科学部准教授
　　　　  寺井　弘実

□1月28日(土)
　第 4回  中国経済の活力を
                生かすまちづくり
　講　師  経済学部准教授
　　　　  宋 　　涛

□2月25日(土)
　第 5回  穴水町･星稜大学連携フォーラム
                       これからの穴水を考えよう
　講　師  全講師及び
  　　　　穴水町関係者

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

サエラ25号に関するアンケートへのご協力のお願い

http://www.seiryo. jp/

先着100名様に

図書カードをプレゼント!

星
稜
の
地
域
貢
献
が

本
格
始
動
し
ま
す
。

子どもの姿勢と筋量・筋力、身
体活動量との関係を検討し、姿勢
が悪くなる原因を明らかにする。
さらに、運動習慣が子どもの姿勢
に及ぼす影響についても調査し、
運動量を増やした際に、筋量・筋力
だけでなく、姿勢の改善にも効果
があるか検討する。 
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寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2012.3.1～2012.5.31受付分）
同窓会
・飯利　俊幸
・飯利　大昂
・大久保　邦彦
・大友　哲
・奥田　幸子
・河﨑　舞子
・共栄建設㈱
  坂東　久雄
・桜井　久美子
・下根　浩明
・清造　誠
・星稜高等学校同窓会
・畠　　修
・干場　優花
・㈱園田装飾工業
  園田　哲哉
  ほか匿名5名

・㈱中東　小坂　勇治
・林　勝則
・(有)藤藁商店　藤藁　実
・宮一　拓克
・三輪　等
・森山　恵信
  ほか匿名1名

保護者会
・飯利　邦洋
・上寺　武志

一般（個人・法人）
・(有)学習会　北国　克彦
・㈱紙安クッキング　紙谷　一平
・㈱シグマ・デザイン建築設計事務所
  野手　有二
・㈱ジャパンビバレッジセントラル  金沢支店
  舟川　聡
・東部自動車興業㈱  東部自動車学校
  作田　司
・日本通運㈱金沢支店
  関根　章好
・㈱べネフレックス
  宮形　栄喜知
・北陸コカ・コーラボトリング㈱
  稲垣　靖彦

・北国インテックサービス㈱
  若林　博
  ほか匿名3名

学園役員・職員
・秋山　千賀子
・油井　秀樹
・荒野　充
・石川　みどり
・河﨑　護
・川村　義治
・小門　泉
・羽賀　多聞
・山川　洋平
  ほか匿名1名

旧職員
・小西　滋人
・大和　隆介

本学園は、平成24年（2012年）に創立80周年を迎えるにあたり、学園各設置校に在籍する学生・生徒・園児が満足な学園生活を送るこ
とができるよう、更なる教育環境の整備・改善、就学援助の充実、課外活動の支援等に取り組んでいきたいと考えております。これらの取り
組みのため、同窓生・保護者・教職員並びに有志の皆さまから広くご寄附を募ることとなり、平成23年2月より寄附金募集を開始いたしまし
た。趣旨にご賛同いただいた多くの皆さまからのご厚意に心より感謝申し上げます。寄附金事業は平成24年9月まで実施いたします。この
ほかに記念史の編纂、記念行事の実施、記念館の建設を記念事業として実施する予定です。 
皆様のご支援ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。

平成24年7月8日（日）より、北陸朝日放送にて毎週日曜日夜11：10から放映開始。稲置学園80周
年の記念事業として、各設置校の園児・生徒・学生・教職員の活動を題材に、星稜の人間教育のありの
ままを2分30秒に凝縮し、全13回にわたってお送りするミニ番組です。
ぜひ、ご覧ください。

学園創立80周年記念事業「寄附金募集」について

80周年記念ミニ番組『星稜魂(スピリット)』

■集計表

1．大　学
2．短　大
3．星　稜
4．実　践
　　   小　計
5．大　学
6．短　大
7．高　校
8．中　学
9．幼稚園
　　   小　計
10．個　人
11．法人(会社等)
小　計
12．学園役員
13．専任職員
14．旧役員・旧職員
　　   小　計

163
42
338
93
636
181
24
303
30
9

547
30
44
74
11
109
22
142
1,399

15,242,100
3,305,000
13,371,000
1,287,000
33,205,100
1,482,000
518,000
3,990,000
312,000
65,000

6,367,000
530,000

13,020,000
13,550,000
8,105,000
7,350,000
1,550,000
17,005,000
70,127,100

区　分
件　数

寄　附　金
金　額

合　計

同  

窓  

会

保
護
者
会

役
員
・
職
員

一

　般

平成24年5月31日現在

学校法人稲置学園理事長　　稲置　美弥子
学園創立80周年記念事業企画・実行委員長
学校法人稲置学園理事　　　　稲置　慎也

平成23年度  財務の概要
科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出の部合計

決算

2,608,704

796,045

332,264

1,381

101,810

1,352,522

57,178

1,443,004

504,781

7,197,689

支出の部

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

借入金収入

前受金収入

その他の収入

資金収入の部合計

決算

3,135,957

67,848

37,373

995,254

92,210

4,949

60,520

117,991

0

255,899

1,871,898

6,639,899

収入の部

（単位：千円）

収入構成比率

資金収支計算書

教育研究経費支出
11.06%

（796百万円）管理経費支出
4.62%

（332百万円）

設備関係支出
0.79%

（57百万円）

施設関係支出
18.79%

（1,353百万円）

その他の支出
7.01%

（505百万円）

借入金等
返済支出
1.42%

（102百万円）

借入金等
利息支出

0.02%（1百万円）

収入計　6,640百万円 支出計　7,198百万円

手数料収入
1.02%

（68百万円）

寄付金収入
0.56%

（37百万円）

前受金収入
3.85%

（256百万円）

借入金収入
0.0%

（0百万円）

雑収入
1.78%

（118百万円）

事業収入
0.91%

（61百万円）

資産売却収入
0.08%
（5百万円）

資産運用収入
1.39%

（92百万円）

人件費支出
36.24%

（2,609百万円）

学生生徒等
納付金収入
47.23%

（3,136百万円）

補助金収入
14.99%

（995百万円）

その他の収入
28.19%

（1,872百万円）
資産運用支出
20.05%

（1,443百万円）

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

■ 研究種目
■ 研究課題名

■ 内　　容

研究基盤（C）
中国市場における日本企
業のグローバル・カスタ
マイゼーション戦略

経済学部 准教授
方　　斌

急速に拡大する中国市場において、日
本企業がいかにして進出するかという現
実的な課題に対し、日本国内の製品、価格、
広報及び流通の諸戦略の様式を維持する
｢標準化｣を行うのか、又は中国市場の潜在
ニーズに適応させる｢適応化｣を行うのか、
といった｢マクロレベルのカスタマイゼー
ション｣と、｢適応化｣を行う場合において、
その中での｢標準化｣を推進するのか、又は
個々のニーズに対応した「適応化」を推進
するのか、といった「ミクロレベルのカス
タマイゼーション」とを融合させた「グ
ローバル・カスタマイゼーション」の実証
分析と新理論の開発を目指します。

研究基盤（C）
省エネ住宅の普及に関
する政策効果測定と最
適政策の考察

経済学部 准教授
藤澤　美恵子

スマートハウスの普及が促進さ
れているが、その定義とはどんな
ものであろうか。日本のお家芸を
反映した賢い家電や計測器などを
備えた住宅ということらしいが、
本来は断熱性能の高い住宅で使用
してこそ意味があるものである。
住宅版エコポイントは、その断熱
性能を向上させる補助金だが、そ
の効果は計測されていない。この
研究では、政策効果を定量的に把
握するとともに、このエネルギー
政策転換期に、省エネ住宅普及策
の一考を提示する。

若手研究（B）
自立・持続経営を担保す
る総合型地域スポーツ
クラブのマネジメント

人間科学部 准教授
田島　良輝

学校や企業、行政に大きく依存した
これまでのシステムから、広く地域全体
でスポーツを支えていくことを目的に
構想された総合型地域スポーツクラブ。
本研究では、クラブの持続経営を担

保するベンチマークを策定するため
に、①経営分析指標の開発②集客マー
ケティング戦略の構築の２つのテーマ
に取り組みます。 

基盤研究（C）
ろう学校の音楽教科に
おける一考察　
～他教科に与える影響～

人間科学部 准教授
高垣　展代

人間科学部教授
池田　幸應
センター長

音を享受する聴覚器官に障害をもつ
人には、音楽の楽しさを直接的に伝え
ることができませんが、音楽に身体表
現を導入することで、音を立体的に感
じ、音に対するイメージを作り上げる
ことができると考えられることから、音
楽教科だけでなく、他の教科への連携
も視野に入れ研究を進め、音楽教科が
担う全人的な育成につなげます。

若手研究（B）
子どもの姿勢調査およ
び筋量、筋力、身体活動
量との関係

人間科学部 准教授
太田　めぐみ
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金沢星稜大学総合研究所  公開講座「奥能登ジャンプ～これからの穴水を考えよう～」を開催
穴水町をはじめ能登地区の地域が抱えるさまざま問題や課題を通して、穴水町の人と暮らしの将来を視野に入れたテーマを毎回設定し、金沢星稜大学の

教員が講師を担当しました。金沢星稜大学の「知」を発信するとともに、地元町民の方々と将来をデザインする上でのヒントを共に考える機会になりました。
平成23年10月から平成24年2月にわたり、穴水町さわやか交流館プルートで毎月開催し、延べ約140人の町民の方々が参加しました。
講座の各テーマと講師は、以下のとおり。

※「ベンチマーク」  基準

※「カスタマイゼーション」
顧客の個々のニーズに適応させるためにカスタ
マイズした多種多様な製品を供給する供給様式

□10月29日(土)
　第 1回  能登の祭りと余暇
　
　講　師  人間科学部教授
　　　　  大森　重宜

□11月19日(土)
　第2回  地域情報を発信したくなる
                　   子ども達のための国際交流とは？
　講　師  人間科学部准教授
　　　　  清水　和久

□12月10日(土)
　第 3回  「こどものこころの育ち」を
                 支える地域の役割
　講　師  人間科学部准教授
　　　　  寺井　弘実

□1月28日(土)
　第 4回  中国経済の活力を
                生かすまちづくり
　講　師  経済学部准教授
　　　　  宋 　　涛

□2月25日(土)
　第 5回  穴水町･星稜大学連携フォーラム
                       これからの穴水を考えよう
　講　師  全講師及び
  　　　　穴水町関係者

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

サエラ25号に関するアンケートへのご協力のお願い

http://www.seiryo. jp/

先着100名様に

図書カードをプレゼント!

星
稜
の
地
域
貢
献
が

本
格
始
動
し
ま
す
。

子どもの姿勢と筋量・筋力、身
体活動量との関係を検討し、姿勢
が悪くなる原因を明らかにする。
さらに、運動習慣が子どもの姿勢
に及ぼす影響についても調査し、
運動量を増やした際に、筋量・筋力
だけでなく、姿勢の改善にも効果
があるか検討する。 



行事スケジュール  （7月～9月）

新入生も加わり、大学の校舎内は賑やかさが増しました。1年生は
入学当初、期待と不安が入り交じった表情でした。しかし日が経つ
につれ不安も和らぎ、笑顔で私たちに挨拶をしてくれるようになり

ました。ある学生は、アルバイトの悩みを私に話してくれました。色々な相談を学生から
受けることは、学生と教職員の距離がとても近いと感じる瞬間であり、嬉しく思います。
私自身去年まで学生だったのですが、金沢星稜大学の良いところは、学生と教職員との
距離が近いところだと思います。
創立80周年を迎え、学生と共に新たな歴史を築いていきたいと思っています。

星稜エクステンションセンター　河﨑　健一郎

あとがき

金沢星稜大学 星稜中学校

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

8

9

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

8

9

7

8

9

1日（日）
7日（土）
14日（土）
30日（月）
31日（火）
9日（木）
11日（土）
13日（月）
22日        
28日（火）
29日（水）
30日（木）
2日（日）
5日（水）
14日（金）
18日（火）
19日（水）
21日（金）
21日（金）
22日        

・15日(日)

～8月6日（月）
・10日（金）
・12日(日)
～16日（木）

～31日（金）
・31日（金）

・19日（水）
・20日（木）

～28日（金）

（水・祝）

（土・祝）

ビジネス能力検定試験
学内合同会社説明会
オープンキャンパス
前期講義終了
前期一斉試験
追試験期間
オープンキャンパス
全館閉鎖
オープンキャンパス
再試験該当者 ・ 成績発表日
ほし☆たび北海道2012
再試験期間
平成24年度  2期大学院入試
前期卒業判定
前期学位記授与式 ・ 後期入学式
人間科学部プレゼミ研修
経済学部 能登研修
後期授業開始
後期履修登録期間
推薦入試対策講座

星稜高等学校
7

8

9

金沢星稜大学女子短期大学部
7

8

9

7

9

星
稜
サ
・
エ・ラ

 N
o.25 

2012年
6月
30日

発
行

編
集
・
発
行
/学
校
法
人
 稲
置
学
園
  石
川
県
金
沢
市
御
所
町
丑
10-1  ℡

076-253-3908  http://w
w
w
.seiryo.jp

編
集
責
任
者
:長
久
保
実（
入
学
・
広
報
セ
ン
タ
ー
長
）　

編
集
担
当
者
:河
﨑
健
一
郎
、
髙
佳
奈
、
高
島
悠
、
高
畠
裕
子
、
高
山
典
子
、
廿
日
岩
暁
子
、
春
本
裕
雄

福
田
眞
優
、
宮
本
翔
梧
、
村
上
勝
、
山
川
洋
平

金沢星稜大学
石川県金沢市御所町丑10-1
℡076-253-3924（代表）
http://www.seiryo-u.ac.jp

金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町酉1
℡076-253-5900（代表）
http://seitan.seiryo.ac.jp/

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6-17-30
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

それぞれの新生活、

始まっています。

～設置校入学＆入園のその後～

7日（土）
14日（土）
31日（火）
１日（水）
4日（土）
13日（月）
25日（土）
28日（火）
15日（土）
18日（火）
20日（木）
21日（金）
21日（金）

～７日（月）
・5日（日）
～16日（木）

・29日（水）

～27日（木）

Sei-tan ACT!  七夕文化体験
オープンキャンパス
補講日
前期考査期間
オープンキャンパス
夏季休業期間
オープンキャンパス
追・再試験
保護者会
新キャンパス移転
後期開始オリエンテーション
後期講義開始
履修登録期間

北陸三県私立短期大学体育大会

3日（火）
9日（月）
12日（木）
17日（火）
19日（木）
20日（金）
25日（水）
31日（火）
22日（水）
28日（火）
28日（火）
1日（土）
6日（木）
25日（火）
26日（水）

～7日（土）

・13日（金）
・18日（水）

～25日（水）
～8月5日（日）
・8月1日（火）
～29日（水）
・29日（水）
・29日（水）

・7日（金）

期末試験
追試
体育大会
保護者懇談会
終業式 ・ 全国大会激励会
補充 ・ 補習授業
海外語学研修
学校見学会
補充 ・ 補習授業
Pコース課外実習
就職試験相談会
始業式
星稜祭
運動会
運動会予備日

3日（火）
13日（金）
17日（火）
19日（木）
24日（火）
26日（木）
1日（土）
14日（金）
26日（水）
27日（木）

～5日（木）

・18日（水）

～27日（金）

～28日（金）
・28日（金）

期末試験
合唱コンクール
保護者懇談会
終業式
補習授業
北信越激励会
始業式
新人大会激励会
修学旅行（2年）
宿泊研修（1、3年）

2日（月）
　12日（木）
　19日（木）
　20日（金）
23日（月）

　24日（火）
　28日（土）
　30日（月）
1日（水）

　27日（月）
　28日（火）
　30日(木）
　31日（金）
6日（木）
　7日（金）
　10日（月）
　16日（日）
　19日（水）
　20日（木）
22日（土）
　27日（木）

　

・21日（土）
～27日（金）
・25日（水）

・31日（火）
～3日（金）

・29日（水）

・21日（金）

・23日（日）

キッズサッカー
誕生会・避難訓練（火災）
1学期終業式
わくわくキャンプ（年長）
自由登園日
オープンハウス「星稜子育てステーション」
盆踊り会
自由登園日
自由登園日
2学期始業式
幼稚園てどんなとこ？（市民芸術村）
誕生会
キッズサッカー
キッズサッカー　参観 ・ 懇談会（年長）
参観 ・ 懇談会（年中）
参観 ・ 懇談会（年少）
運動会
オープンハウス「星稜子育てステーション」
キッズサッカー
星稜祭
誕生会

4日（水）
5日（木）
6日（金）
9日（月）
11日（水）
13日（金）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
23日（月）
25日（水）
30日（月）
２日（木）
3日（金）
27日（月）
28日（火）
31日（金）
3日（月）
7日（金）
19日（水）
23日（日）
25日（火）
27日（木）
28日（金）
29日（土）

・12日（木）

・24日（火）
～27日（金）
・31日（火）
・3日（金）

～30日（木）
・29日（水）

・20日（木）

にこにこ参観
誕生会参観
プラネタリウム（年長）
にこにこ参観
あそぼ ・ スマイルキッズ（未就園児）
にこにこ参観
避難訓練
終業式
夏まつり
お泊り保育（年長）
サンサンキッズ
サンサンキッズ
サンサンキッズ
子ども相談
自由登園日
幼稚園ってどんなとこ
誕生会参観
始業式
子ども相談
あそぼ ・ スマイルキッズ（未就園児）
運動会
交通安全教室
誕生会参観
いもほり（年長・年中）
親子工作教室（年中）

星稜教職員バトンメッセージ
星稜アレコレ
Amitie Seiryo ～星稜の友～
『親業』支援コラム「オトナのミカタ」
総合研究所・地域連携センターだより
星稜Information

特集１

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部

平成23年度 就職状況報告

学園同窓会主催記念事業

「星稜祭」近づく！

特集2

80周年記念ミニ番組放映決定！

（詳細はＰ14インフォメーションにて）

6月30日（土）・7月1日（日）


